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電
気
工
事
士
に
不
足
懸
念

　

政
府
は
現
在
、
３
年
ご

と
に
改
訂
す
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
の
見
直

し
を
進
め
、
今
夏
の
閣
議

決
定
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
２
０
３
０
年
度

に
目
標
と
す
る
電
源
構
成

が
示
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
。
比
率
は
、
従
来
の
目

標
値
を
踏
襲
し
た
ま
ま
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
＝
22
〜
24
％
、

火
力
発
電
＝
56
％
、
原
子

力
発
電
＝
20
〜
22
％
の
大

枠
を
維
持
す
る
方
針
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

原
発
に
関
し
て
み
る
と

２
０
１
８
年
１
月
に
提
出

さ
れ
た
経
済
産
業
省
の
資

料
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
原

稼
働
の
見
通
し
が
な
い
。

政
府
は
東
京
電
力
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
受
け
、
原
子
力
発
電
所

の
運
転
期
間
を
原
則
40
年

と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の

ル
ー
ル
を
現
存
の
原
子
力

発
電
所
に
厳
格
に
適
用
す

る
と
２
０
３
１
年
に
設
備

容
量
が
現
在
の
半
分
に
、

２
０
３
８
年
で
同
２
割
を

下
回
り
、
２
０
６
４
年
に

は
ゼ
ロ
に
な
る
（
経
産
省

試
算
）。
す
な
わ
ち
、
電

源
比
率
の
目
標
達
成
は
不

可
能
で
、
40
年
ル
ー
ル
の

円
程
度
、
太
陽
光
発
電
は

同
24
・
２
円
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。
太
陽
光
や
風
力

が
２
０
３
０
年
度
の
目
標

で
あ
る
同
７
円
ま
で
低
減

で
き
た
と
す
れ
ば
、
原
発

よ
り
安
価
に
な
る
計
算

だ
。
だ
が
「
提
言
」
は
再

エ
ネ
の
コ
ス
ト
を
、
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
全
体

単
価
と
し
て
同
69
円
と
試

算
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

原
発
の
今
後
の
コ
ス
ト
算

定
方
法
な
ど
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。

　

再
エ
ネ
拡
大
の
た
め
に

変
更
が
必
要
に
な
る
と
い

う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。

　

ま
た
次
期
基
本
計
画
に

は
、
経
産
省
に
よ
る
専
門

家
会
合
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
情

勢
懇
談
会
」
が
２
０
１
８

年
４
月
に
発
表
し
た
「
提

言
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〜
」
の

内
容
が
加
味
さ
れ
る
。
こ

の
中
で
提
案
さ
れ
た
の
が

新
た
な
コ
ス
ト
検
証
法
、

再
エ
ネ
と
蓄
電
池
を
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
の
方
法
論

で
あ
る
。
現
状
、
原
発
は

１
㌔
㍗
時
当
た
り
10
・
１

重
要
な
送
配
電
網
に
つ
い

て
も
記
述
は
消
極
的
だ
。

各
国
に
広
が
り
出
し
た
国

際
送
電
網
は
「
国
際
連
系

線
を
活
用
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
と
い
う

戦
略
は
、
日
本
に
と
っ
て

様
々
な
課
題
」
が
あ
る
と

し
た
。こ
れ
に
関
し
て
は
、

過
去
の
本
稿
で
も
示
し
た

と
お
り
民
間
レ
ベ
ル
で
の

検
討
が
行
わ
れ
、
実
施
可

能
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

決
定
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
が
、
原
発
や

石
炭
火
力
に
固
執
す
る
一

部
産
業
界
の
意
向
だ
け
を

優
遇
す
る
も
の
に
な
る
の

な
ら
、
そ
の
実
現
は
危
う

く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

▼
電
気
主
任
技
術
者

　

電
気
設
備
の
工
事
や
保

守
な
ど
保
安
に
関
す
る
監

督
者
。
事
業
用
電
気
工
作

物
を
持
つ
事
業
者
は
、
法

律
に
よ
り
電
気
主
任
技
術

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
資
格
は
国
家
試

験
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
。

　

資
格
は
３
種
類
。
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
扱
え
る
事
業

用
電
気
工
作
物
に
は
、
第
１

種
が
す
べ
て
、
第
２
種
が
電

圧
17
万
㌾
未
満
、
第
３
種
が

電
圧
５
万
㌾
未
満
（
出
力
５

０
０
０
㌔
㍗
以
上
の
発
電
所

を
除
く
）
の
制
限
が
あ
る
。

▼
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

　

資
源
を
有
効
活
用
し
ゴ
ミ

を
減
ら
し
て
い
く
３
つ
の
取

り
組
み
。「
Ｒ
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
。

　

１
つ
目
の
「
Ｒ
」
は
、
長

く
使
え
る
製
品
を
買
う
な
ど

ゴ
ミ
の
発
生
を
も
と
か
ら
減

ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ｅ
）。
２
つ
目
は
、

リ
タ
ー
ナ
ル
び
ん
を
選
ぶ

な
ど
繰
り
返
し
使
う
リ
ユ

ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）。

３
つ
目
は
、
分
別
に
協
力

す
る
な
ど
資
源
と
し
て
再

利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）。

　

こ
の
３
つ
に
、
不
要
な

も
の
を
受
け
取
ら
な
い
リ

フ
ュ
ー
ズ
（
Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ

ｅ
）、
修
理
し
て
使
う
リ

ペ
ア
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｉ
ｒ
）

を
加
え
て
５
Ｒ
と
呼
ぶ
考

え
方
も
あ
る
。

た
。
電
気
主
任
技
術
者
で
は

１
種
の
人
材
不
足
は
な
く
、

２
種
も
全
体
と
し
て
不
足
は

発
生
し
な
い
も
の
の
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

向
け
で
は
地
域
に
よ
っ
て
人

材
確
保
が
難
し
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
３
種
は
全
体
的

な
不
足
は
な
い
が
、
需
要
増

が
予
測
さ
れ
る
保
安
法
人
向

け
で
２
０
４
５
年
に
想
定
需

と
１
種
・
２
種
の
電
気
工
事

士
が
不
足
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
業
界

へ
の
入
職
率
や
認
知
度
を
向

上
さ
せ
る
よ
う
官
民
が
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
方
針

を
示
し
た
。

　

こ
こ
に
用
い
た
推
計
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
は
２
０
１
６
〜

２
０
１
７
年
に
実
施
し
た
委

託
調
査
の
結
果
を
も
と
に
し

　

２
０
１
８
年
３
月
、
経
済

産
業
省
は
、
電
気
保
安
業
務

の
人
材
確
保
に
向
け
た
方
針

を
ま
と
め
た
。
中
長
期
的
に

は
、
電
気
主
任
技
術
者
（
左

欄
用
語
解
説 

）
の
一
部

要
約
１
万
８
０
０
０
人
に
対

し
、
４
０
０
０
人
程
度
の
不

足
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

電
気
工
事
士
で
は
、
１
種

が
高
齢
層
の
退
職
で
２
０
２

０
年
前
半
に
想
定
需
要
約
20

万
４
０
０
０
人
に
対
し
２
万

人
程
度
の
不
足
が
予
想
さ
れ

る
。
２
種
に
は
大
量
退
職
は

な
い
が
、
入
職
者
の
減
少
で

２
０
４
５
年
の
想
定
需
要
約

８
万
６
０
０
０
人
に
対
し
、

３
０
０
０
人
程
度
不
足
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

発
は
東
日
本
大
震
災
前
に

57
基
あ
り
一
旦
す
べ
て
が

停
止
。
現
稼
働
中
は
５
基

で
、
老
朽
化
な
ど
で
14
基

の
廃
炉
が
決
定
し
、
19
基

は
適
合
性
審
査
未
申
請
で

 省エネへ
二人三脚。

　

２
０
１
８
年
３
月
、
経
済
産
業
省

は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
原
材
料
調

達
か
ら
製
造
、販
売
、使
用
、廃
棄
ま
で

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
た
活

動
）
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
評
価
指

針
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
貢
献
定
量
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。
企
業

が
、
自
ら
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
行
っ

た
排
出
削
減
活
動
の
成
果
を
、
標
準
化

さ
れ
た
数
値
な
ど
で
表
す
。「
見
え
る

化
」す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
だ
。

す
で
に
各
産
業
界
な
ど
で
採
用
さ
れ
て

い
る
定
量
化
手
法
を
参
考
に
、
省
内
に

設
置
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
貢
献
研
究
会
」
で
汎
用
性
の

あ
る
指
針
に
整
理
し
た
。
自
社
の
活
動

に
よ
っ
て
定
量
化
す
る
も
の
と
定
義
し

た
。
対
象
製
品
な
ど
が
普
及
し
な
か
っ

た
場
合
の
最
も
起
こ
り
う
る
仮
想
的
状

況
を
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
」
と

し
て
、
削
減
貢
献
量
定
量
化
を
行
う
と

き
の
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
次
の
よ
う

に
示
し
た
。「
目
的
の
設
定
↓
定
量
化

対
象
の
設
定
↓
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ

オ
の
設
定
↓
定
量
化
の
範
囲
・
内
容
の

設
定
↓
削
減
貢
献
量
の
累
積
方
法
の
決

定
↓
削
減
貢
献
量
の
定
量
化
」。
そ
の

ほ
か
、評
価
文
書
の
検
証
の
必
要
性
や
、

を
発
表
す
る
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
の
利

用
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
削
減
貢
献
量

を
、
そ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し

た
場
合
と
、
し
な
か
っ
た
場
合
の
比
較

削
減
量
の「
見
え
る
化
」指
針

ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー

へ
の
報
告

時
に
示
す

べ
き
項
目
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
日
本
国
内

で
の
指
針
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
な

利
用
も
目
指
し
て
お
り
、
海
外
の
政
府

や
企
業
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

環境政策最前線
識者COLUMN

早稲田大学 名誉教授　横山隆一

定量化ガイドライン

　

日
差
し
が
も

た
ら
す
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
約
80

％
も
遮
っ
て
く

れ
る
と
い
う
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
。
知
人
は

ベ
ラ
ン
ダ
に
張
っ
た
ネ
ッ
ト

に
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
、
緑
の
日

よ
け
で
清
涼
な
風
を
得
な
が

ら
、
実
を
収
穫
し
料
理
を
楽

し
ん
で
い
る
。
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
は
、
つ
る
性
植
物
の

朝
顔
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

食
用
に
は
な
ら
な
い
が
、
咲

く
花
は
涼
し
さ
に
彩
り
を
与

え
て
く
れ
る
。

▼
朝
顔
は
こ
の
時
期
に
ふ
さ

わ
し
い
七
夕
の
伝
説
に
も
縁

が
深
い
。
別
名
が
牽け

ん

牛ぎ
ゅ
う

花か

。

由
来
は
諸
説
あ
る
が
朝
顔
の

種
は
古
く
か
ら
薬
と
し
て
も

用
い
ら
れ
、
高
価
だ
っ
た
当

時
に
牛
と
取
引
さ
れ
た
と
い

う
故
事
か
ら
ら
し
い
。
そ
し

て
こ
の
「
牽
牛
」
の
名
は
、

わ
し
座
の
星
ア
ル
タ
イ
ル
の

漢
名
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
織

り
姫
の
星（
こ
と
座
の
ベ
ガ
・

織し
ょ
く

女じ
ょ

星せ
い

）
と
天
の
川
を
隔
て

て
向
か
い
合
う
彦
星
だ
。
そ

こ
か
ら
、
花
の
名
に
「
姫
」

を
つ
け
た
「
朝
顔
姫
」
が
織

女
星
の
異
名
と
な
っ
た
。

▼
１
年
に
一
度
の
七
夕
に
だ

け
会
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
天

界
の
夫
婦
。
朝
顔
の
栽
培
ブ

ー
ム
が
起
き
た
江
戸
時
代
に

は
、
こ
の
花
が
開
く
と
２
人

が
無
事
に
出
会
え
た
証
と
さ

れ
、
縁
起
の
い
い
出
来
事
に

数
え
ら
れ
た
。

▼
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
夏
の
夜

空
を
見
上
げ
、
２
つ
の
星
を

探
し
な
が
ら
、
七
夕
伝
説
に

思
い
を
は
せ
る
。
そ
の
横
に

し
つ
ら
え
て
あ
る
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
は
や
は
り
朝
顔
が

似
合
う
。
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
る

知
人
に
提
案
し
て
み
よ
う
。

化
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
の

適
応
策
の
具
体
例
、
ト
ピ
ッ

ク
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

日
本
に
関
す
る
情
報
を
詳

述
す
る
だ
け
で
な
く
世
界
の

状
況
も
簡
潔
に
紹
介
し
て
い

る
。
例
え
ば
第
２
章
の
平
均

気
温
の
項
で
は
日
本
が
１
０

０
年
当
た
り
１
・
１
９
℃
で

上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
５
次
評
価
報
告

書
に
よ
る
世
界
の
気
温
上
昇

は
１
３
３
年
間
で
０
・
８
５

℃
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
日

本
は
世
界
平
均
よ
り
も
気
温

項
目
ご
と
の
将
来
予
測
や
現

状
と
の
比
較
と
い
っ
た
情
報

が
記
さ
れ
て
お
り
、
予
備
知

識
の
少
な
い
人
で
も
理
解
で

き
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
様
の
レ
ポ
ー
ト
は
こ
れ

ま
で
環
境
省
、
文
科
省
、
気

象
庁
に
よ
っ
て
２
０
０
９
年

と
２
０
１
３
年
に
作
成
さ
れ

て
い
る
。
今
回
、
農
水
省
と

国
交
省
が
加
わ
っ
て
、
最
新

の
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

上
昇
速
度
が
速
い
と
示
し
て

い
る
。
世
界
全
体
の
状
況
と

と
も
に
自
国
の
現
状
や
将
来

予
測
を
目
に
す
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
の
切
迫
感
が
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
と
同
時

に
公
表
さ
れ
た
概
要
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
表
紙
を
含
め
て
全

８
ペ
ー
ジ
。
気
温
、
降
水
、

積
雪
、
コ
メ
の
収
量
・
品
質
、

河
川
の
流
況
、
熱
中
症
な
ど

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
国
、
自
治

体
、
国
民
が
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
推
進
し
て
い
く
際
に

役
立
つ
よ
う
最
新
の
科
学
的

知
見
を
提
供
す
る
目
的
で
ま

と
め
ら
れ
た
。
全
３
章
で
構

成
さ
れ
、
第
１
章
は
、
温
暖

化
な
ど
気
候
変
動
の
要
因
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
説
。
第
２

章
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
測
結

果
と
将
来
予
測
。第
３
章
は
、

温
暖
化
が
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
、
農
業
、
水
環
境
、

生
態
系
、
健
康
、
産
業
な
ど

個
別
分
野
ご
と
に
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
随
所
に
コ
ラ
ム

を
設
け
、
用
語
解
説
や
温
暖

2018年春季号 クロスワードパズルの答え

地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的

枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
の
考

え
方
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

基
本
計
画
に
は
、
環
境
政

策
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て

①
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費

を
実
現
す
る
グ
リ
ー
ン
な
経

済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
②
国
土

の
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
価
値

の
向
上
③
地
域
資
源
を
活
用

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
④
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら

し
の
実
現
⑤
持
続
可
能
性
を

支
え
る
技
術
の
開
発
・
普
及

⑥
国
際
貢
献
に
よ
る
我
が
国

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

と
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
│
│
と
い
う
６
つ

　

２
０
１
８
年
４
月
、
政
府

は
環
境
施
策
の
総
合
的
な
方

針
を
定
め
る
第
５
次
環
境
基

本
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な

ど
に
よ
っ
て
環
境
問
題
と
同

時
に
経
済
や
社
会
的
な
課
題

も
解
決
し
て
い
く
方
向
性
を

示
し
、
国
連
の
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
や

の
分
野
横
断
的
な
重
点
戦
略

を
設
定
し
た
。

　

こ
の
中
で
新
た
に
提
唱
さ

れ
た
の
が
「
地
域
循
環
共
生

圏
」
と
い
う
考
え
方
。
ま
ず

各
地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
資
源
や
人
材
な
ど
の
特
性

を
最
大
限
に
生
か
し
、
自
立

分
散
型
の
社
会
を
形
成
し
て

い
く
。
そ
の
自
立
し
た
地
域

同
士
が
互
い
に
補
完
し
、
支

え
合
っ
て
い
く
取
り
組
み
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も

環
境
保
全
と
経
済
・
社
会
の

同
時
発
展
が
目
指
さ
れ
る
。

　

環
境
基
本
計
画
は
約
６
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
、
前
回
の

第
４
次
環
境
基
本
計
画
は
２

０
１
２
年
４
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
。

経
済
、地
域
、暮
ら
し
…
重
点
６
戦
略 

設
定

政
府
、第
５
次
環
境
基
本
計
画
を
閣
議
決
定

電気保安人材 中長期の需給バランス

経産省 算定手法を整理

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ア
ー
ス
デ
イ
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 日本テクノのＣＭを配信中

分
野
に
よ
り
主
任
技
術
者
も

▼
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ

　

地
球
温
暖
化
が
将
来
ど
の

程
度
の
レ
ベ
ル
で
進
行
す
る

か
の
想
定
パ
タ
ー
ン
。

　

国
際
的
な
基
準
に
な
っ
て

い
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

第
５
次
評
価
報
告
書
」で
は
、

Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
、
Ｒ
Ｃ
Ｐ
４
・

５
、
Ｒ
Ｃ
Ｐ
６
・
０
、
Ｒ
Ｃ

Ｐ
８
・
５
の
４
つ
の
シ
ナ
リ

オ
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

将
来
予
測
を
立
て
て
い
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｐ
に
続
く
数
値
が
大
き

い
ほ
ど
、
21
世
紀
末
に
放
射

強
制
力
（
地
球
温
暖
化
を
引

き
起
こ
す
効
果
）
が
大
き
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
、
環
境
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
は
、
主
に
日
本
を
対
象
と
し

て
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
知
見
を
ま
と
め
た
「
気
候
変
動
の
観
測
・
予
測
及
び
影
響
評
価
統
合
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
８
〜

日
本
の
気
候
変
動
と
そ
の
影
響
〜
」
を
発
表
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
公
表
し
て
い
る
。

無 料
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環境基本計画 ６つの重点戦略

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
行
方 0120 ー 308 ー 512

答えは「アースデイ」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

※経済産業省発表資料をもとに作成。

※ 表内の丸数字は以下を示す。❶RCP2.6シナリオ❷RCP4.5シナ
リオ❸RCP6.0シナリオ❹RCP8.5シナリオ。
　 環境省ほか「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート 
２０１８～日本の気候変動とその影響～」をもとに作成。

危うい要素、内包の可能性

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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福
岡
・
埼
玉
に
自
社
ビ
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新
社
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日
本
全
域
で
電
力
販
売 

沖
縄
で
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売
り
開
始

３
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球
の
仲
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を
守
る 

生
物
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様
性
レ
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ー
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山
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植
物
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絶
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危
惧
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繁
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活
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被
災
地
自
治
体
復
興
へ
の
歩
み
【
宮
城
県
仙
台
市
】

４interview
 

未
来
を
担
う
若
手
社
員

後
輩
の
成
長
を
多
々
実
感
【
太
田
豊
昭
】

８
特
別
企
画　

応
援
し
て
い
ま
す 

こ
の
企
業

ク
ラ
ウ
ン
文
化
の
創
出
企
業
20
周
年
【
プ
レ
ジ
ャ
ー
企
画
】

連
載
／
特
別
企
画　

日
本
の
温
暖
化 
明
解
・
詳
細
に
解
説

 「
気
候
変
動
の
観
測
・
予
測
及
び
影
響
評
価
統
合
レ
ポ
ー
ト
」

日本の温暖化の現状と将来予測

経産省 人材確保方針

グ リ ン ピ ー
イ 　 デ ア 　
ス ズ 　 イ ロ
　 ト ウ ロ ク
エ ア メ 　 マ

電
気
主
任
技
術
者

１種
● 電気事業者の社内育成によ
り需要を満たす人材は供給
できる。

２種
● 全体では不足は発生しない。
● 再エネ向け人材は地域により
担い手不足の可能性がある。

３種
● 全体では不足は発生しない。
● 保安法人の分野では需要増
で不足の可能性がある。

電
気
工
事
士

１種
● 高齢層の退職により２０２０年
頃から数万人規模で不足する
可能性がある。

２種
● 入職者減少のため２０４５年に
は3,０００人程度不足する可
能性がある。

【１】持続可能な生産と消費を実現する
グリーンな経済システムの構築

◉経済・社会システムのイノベーションの実
現◉再エネ・省エネのさらなる推進◉金融・
税制の活用で経済システムのグリーン化

【２】国土のストックとしての価値の向上
◉環境配慮と同時に経済・社会的な課題に
も対応する国土づくり◉都市のコンパクト化
などによる魅力あるまちづくり◉自然が持つ
機能を活用した防災など強靱性の向上

【３】地域資源を活用した持続可能な地域づくり
◉地域資源を質的に向上させ、持続可能な
形で最大限活用◉循環資源や再生可能資源
を活用し「地域循環共生圏」の形成に貢献

【４】健康で心豊かな暮らしの実現
◉環境負荷が少なく健康で質の高いライフ
スタイル・ワークスタイルへの転換◉人と自
然、人と人のつながりの再構築◉健康や暮
らしを脅かす環境リスクに対処

【５】持続可能性を支える技術の開発・普及
◉環境技術の開発・普及◉人工知能なども
活用し、Society 5.0を実現◉世界の環境
問題の改善にも貢献

【６】 国際貢献による我が国のリーダーシップ
の発揮と戦略的パートナーシップの構築

◉国際ルール策定への関与・貢献、途上国
の持続可能な社会の構築を支援◉地域循環
共生圏モデルをパッケージとして世界に展開

温室効果ガス
削減貢献

バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン

環
境
省
な
ど

現　状 予　測

年平均
気温

変動を繰り返しなが
ら上昇。割合は100
年当たり1.19℃。
概ね1990年代以降
に顕著な高温集中。

21世紀末には全国的
に上昇。
❶での予測……
　0.5～1.7℃上昇
❹での予測……
　3.4～5.4℃上昇

真夏日
猛暑日

1931～2016年の
統計期間で真夏日・猛
暑日が増加傾向。
猛暑日増加の割合は
10年当たり0.2日。

❹での予測……
21世紀末の猛暑日は
増加。特に沖縄・奄
美では年間54日程度
増加。

大雨
降水量

大雨の日および短時
間強雨が増加。
その一方で雨が降る
全体の日数は減少。

❹での予測……
21世紀末の短時間強
雨の発生回数は増加。
❶～❹の全シナリオ
で無降水日が増加。

積雪

1962～2016年に
東日本および西日本
の日本海側で年最深
積雪が減少。

❹での予測……
21世紀末、特に本州
日本海側で、年最深
積雪・年降雪量が大
きく減少。

コメの
収量や
品質

気温上昇によりコメ
が白く濁る白未熟粒
や亀裂の入る胴割粒
が発生。

❷での予測……
2031～2050年と
2081～2100年に
はコメ収量の増加す
る地域と減少する地
域の差が拡大。

熱中症

熱中症による死亡患
者数が増加傾向。
2010年の記録的猛
暑では、死亡者数が
過去最多になった。

❹での予測……
2031～2050年の
熱中症搬送者数は、
1981～2000年
に比べて全国的に増
加。特に東日本以北
で倍増。

http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://econews.jp/newspaper_plus/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=oh5OOj1dh08&feature=youtu.be
http://econews.jp/newspaper/frontline/
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は
、
も
は
や
企
業
の
成
長
を
促

す
「
投
資
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

２
０
１
８
年
３
月
に
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
が

発
表
し
た
「
経
団
連
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営
宣
言
」
に

は
、
分
野
は
異
な
る
が
「
見
え

る
化
＝
投
資
」
の
関
係
と
類
似

す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
Ｉ

Ｔ
分
野
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
「
コ
ス
ト
」
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
将
来
の
事
業
活
動
や

成
長
に
必
要
な
も
の
と
位
置
づ

け
、「
投
資
」と
し
て
と
ら
え
る

重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
の
だ
。

　

宣
言
で
は
、
①
経
営
課
題
と

し
て
の
認
識
②
経
営
方
針
の
策

定
と
意
思
表
明
③
社
内
外
体
制

の
構
築
・
対
策
の
実
施
④
対
策

を
講
じ
た
製
品
・
シ
ス
テ
ム
や

サ
ー
ビ
ス
の
社
会
へ
の
普
及

⑤
安
心
・
安
全
な
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
へ
の
貢
献
│
│
と
い

う
５
項
目
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
示
し
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
で
モ
ノ
・
ヒ
ト
・

コ
ト
が
つ
な
が
り
、
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持
続
的

成
長
と
課
題
解
決
を
両
立

さ
せ
、
社
会
全
体
の
生
産

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
昨

今
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
脅

か
す
存
在
の
排
除
（
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
は

重
要
な
経
営
課
題
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
技
術
は
、
事
業

継
続
性
の
確
保
や
防
衛
力

の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
で
企
業
収

益
を
生
み
出
す
ツ
ー
ル
に

も
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し

た
背
景
か
ら
、
こ
れ
を
企

業
の
成
長
を
促
す
「
投
資
」
と

位
置
づ
け
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　

現
在
、
多
く
の
日
本
企
業
が

以
前
と
は
異
な
る
経
営
戦
略
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
経
費
削

減
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
抑
制
に
よ

る
利
益
確
保
か
ら
、
プ
ラ
ス
を

拡
大
さ
せ
る
売
上
増
加
へ
の
転

向
だ
。
売
上
増
加
の
た
め
、
生

産
設
備
の
増
強
、
営
業
時
間
の

延
長
、
従
業
員
増
員
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
「
投
資
」
に
分
類

さ
れ
る
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
そ
の
投
資
も
、

従
来
の
や
り
方
の
ま
ま
で

は
な
い
。
新
規
導
入
の
生

産
設
備
は
よ
り
省
エ
ネ
設

計
に
、
営
業
時
間
は
来
店

客
の
動
向
を
緻
密
に
計
算

し
、
増
員
は
働
き
方
改
革

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
自
社
の
競

争
力
を
増
強
し
、
成
長
し

て
い
く
た
め
の
戦
略
だ
。

　

そ
し
て
価
値
創
造
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両

面
か
ら
対
策
に
努
め
よ
う

と
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
も
、
そ
れ
ら
と
同

じ
戦
略
と
考
え
て
い
い
。
だ
か

ら
経
団
連
は
、そ
れ
を
「
投
資
」

と
位
置
づ
け
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　

電
気
の
「
見
え
る
化
」
は
、

ピ
ー
ク
デ
マ
ン
ド
対
策
や
電
力

NIHON TECHNO　２０18.07

　

前
号
の
小
欄
で
、
経
営
課
題

の
解
決
が
ひ
い
て
は
地
球
温
暖

化
対
策
に
貢
献
し
て
い
く
と
い

う
日
本
商
工
会
議
所
の
「
環
境

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
紹
介

し
た
。
当
社
の
提
供
す
る
電
気

の
「
見
え
る
化
」
が
、
企
業
全

体
の
業
務
改
善
、生
産
性
向
上
、

利
益
確
保
に
つ
が
な
っ
て
い
っ

た
と
い
う
実
績
を
認
め
、
そ
の

効
果
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
動
き
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
経
営
課
題
の
解
決

を
導
く
電
気
の
「
見
え
る
化
」

ThinkingThinkingThinking
Techno'sTechno'sTechno's
ThinkingThinkingThinking

ー
ン
条
約
は
、前
文
と
21
の
条
文
、

お
よ
び
附
属
書
で
構
成
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
中
心
と
な
る
の
は
、
第

１
条
の
言
葉
の
定
義
に
続
く
３
つ

の
条
文
。
ま
ず
「
一
般
的
義
務
」

を
記
す
第
２
条
で
は
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
に
よ
る
悪
影
響
か
ら
人
や

熱
中
症
の
予
防
と
処
置
、正
し
い
知
識
で

環
境
省 

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
、夏
季
イ
ベ
ン
ト
項
目
も

３
Ｒ
の
行
動
、約
70
万
に

　

２
０
１
８
年
４
月
、
環
境
省
は

２
０
１
７
年
９
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
実
施
し
た
「
選
ぼ
う
！　

３

Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
成
果
を
発

表
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
消

費
者
が
買
い
物
を
通
じ
て
３
Ｒ

（
１
面
用
語
解
説 

）
の
取
り
組

み
や
資
源
の
大
切
さ
な
ど
を
認
識

し
、
日
頃
の
環
境
活
動
に
結
び
つ

け
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
卸
売

業
者
や
メ
ー
カ
ー
、
流
通
企
業
の

協
力
に
よ
り
、
全
国
の
１
０
０
０

店
舗
以
上
で
、
省
資
源
の
詰
め
替

え
製
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
な
ど

が
、
対
象
商
品
と
し
て
店
先
に
並

べ
ら
れ
た
。

　

集
計
の
結
果
、
期
間
中
の
購
入

数
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
リ
ユ

ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
動
数
」
は
、

69
万
１
１
４
７
に
上
っ
た
。ま
た
、

削
減
し
た
資
源
量
の
総
数
は
３
万

１
８
４
㌔
㌘
、
新
た
な
資
源
を
使

用
し
な
か
っ
た
総
数
は
８
１
７
㌔

㌘
と
な
っ
た
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
進
む

　

２
０
１
８
年
３
月
、
経
済
産
業

省
は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
る
商
用
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
４
月
ま
で
に
新
た
に
８

カ
所
開
所
す
る
運
び
と
な
り
、
合

計
１
０
０
カ
所
に
到
達
す
る
見
込

み
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
ア
メ

リ
カ
（
31
カ
所
）、
ド
イ
ツ
（
44

カ
所
）
な
ど
を
引
き
離
し
他
国
に

先
駆
け
て
３
桁
の
大
台
に
乗
る
。

　

経
産
省
は
、
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
の
普
及
拡
大
に
向
け
、
先

般
決
定
し
た
水
素
基
本
戦
略
な
ど

に
基
づ
き
、
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
１

６
０
カ
所
程
度
、
２
０
２
５
年
ま

で
に
３
２
０
カ
所
程
度
整
備
す
る

目
標
を
立
て
て
い
る
。
今
後
も
水

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
考
え
。

日
本
沖
合
全
体
に
微
細
プ
ラ
ご
み

　

２
０
１
８
年
１
月
、
環
境
省
は

２
０
１
６
年
度
の
海
洋
ご
み
調
査

の
結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
10
地

点
の
海
岸
に
お
け
る
漂
着
ご
み
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
人
工
物
の

上
位
を
占
め
る
品
目
は
、
漁
具
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
だ
っ
た
。
２
０
１
５
年
度
の

全
国
的
な
漂
着
ご
み
回
収
量
も
集

計
さ
れ
、
結
果
は
前
年
度
よ
り
約

１
・
６
万
㌧
少
な
い
約
３
・
３
万

㌧
だ
っ
た
。

　

陸
奥
湾
な
ど
９
海
域
で
の
目
視

観
測
で
は
、
発
見
さ
れ
た
２
０
５

個
の
漂
流
ご
み
の
う
ち
約
65
％
が

人
工
物
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

レ
ジ
袋
、
食
品
ト
レ
イ
な
ど
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
（
５
㍉
㍍
以
下
の
微
細

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
）
は
日
本

周
辺
の
沖
合
海
域
で
全
体
的
に
分

布
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

環
境
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る
よ
う
締
約
国
に
求
め
て
い

る
。
次
に
第
３
条
「
研
究
及
び
組

織
的
観
測
」
で
は
、
オ
ゾ
ン
層
変

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
人
体
や
生
物

へ
の
影
響
、
気
候
へ
の
影
響
、
破

壊
物
質
の
作
用
、
代
替
技
術
、
関

連
す
る
社
会
経
済
問
題
な
ど
の
研

究
に
つ
い
て
、
締
約
国
が
国
際
的

に
協
力
し
て
い
く
と
う
た
う
。
そ

し
て
続
く
第
４
条
「
法
律
、
科
学

及
び
技
術
の
分
野
に
お
け
る
協

力
」
で
は
、
条
約
に
関
連
す
る
科

学
、
技
術
、
社
会
経
済
、
商
業
、

法
律
の
分
野
の
情
報
交
換
を
円
滑

に
し
て
い
く
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
条
文
で
は
、
締
約

国
会
議
、
事
務
局
、
議
定
書
の
採

択
、
内
容
の
改
正
、
批
准
や
受
諾
、

脱
退
な
ど
に
つ
い
て
規
定
。
加
え

て
、
附
属
書
Ⅰ
「
研
究
及
び
組
織

的
観
測
」
と
附
属
書
Ⅱ
「
情
報
の

交
換
」
が
第
３
条
と
第
４
条
を
補

足
す
る
形
で
付
さ
れ
て
い
る
。

識
が
あ
れ
ば
予
防
は
可
能

で
、
発
症
し
た
場
合
も
適
切

く
な
っ
て
い
る
。
重
症
化
す

る
と
命
に
も
危
険
が
お
よ
ぶ

と
さ
れ
る
一
方
、
正
し
い
知

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
に
よ
り

日
常
生
活
で
も
発
生
し
や
す

　

暑
い
場
所
で
の
労
働
や
運

動
な
ど
で
多
く
発
生
し
て
い

た
熱
中
症
だ
が
、
近
年
で
は

　

２
０
１
８
年
４
月
、
環
境
省
は
「
熱
中
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
」
を
公
表

し
た
。
従
来
作
成
し
て
い
た
内
容
を
、
最
新
情
報
を
踏
ま
え
て
改
訂
し
た
。
熱
中
症
の
適

切
な
予
防
と
処
置
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

な
処
置
が
で
き
る
。
そ
う
し

た
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
。

　
「
熱
中
症
と
は
何
か
」「
熱

中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は
」

な
ど
の
基
本
的
情
報
に
加

え
、
今
回
の
改
訂
で
は
、
祭

り
や
花
火
大
会
、
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
の
催
し
と
い
っ
た
夏

季
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
や
保
健
指
導
に
つ
い

て
の
項
目
も
解
説
し
て
い

る
。
熱
中
症
患
者
が
発
生
し

た
と
き
の
た
め
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
お
く
と
い

っ
た
「
医
療
体
制
な
ど
運
営

上
の
工
夫
」、
緊
急
時
の
対

応
フ
ロ
ー
や
連
絡
系
統
図
を

策
定
す
る
な
ど
の
「
危
機
管

理
体
制
の
工
夫
」、
開
場
時

の
混
雑
を
軽
減
す
る
た
め
会

場
の
入
り
口
を
増
や
す
な
ど

の
「
暑
熱
環
境
の
把
握
と
そ

の
緩
和
」、
イ
ベ
ン
ト
実
施

の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
改
訂
版
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
環
境
省
の
サ
イ
ト
で
公
開

し
て
お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
利
用
で
き
る
。

使
用
量
節
減
と
い
っ
た
経
費
削

減
が
１
つ
の
目
的
で
は
あ
る
。

だ
が
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い

の
が
、
そ
の
先
に
あ
る
生
産
性

向
上
の
効
果
だ
。

　
「
見
え
る
化
」
の
活
用
で
、

効
率
的
な
電
力
の
使
用
方
法
を

検
討
、
実
施
、
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
電
力
を
使
う
の
は

人
だ
。
つ
ま
り
、「
効
率
的
な

電
力
の
使
用
方
法
」
と
は
、
人

が
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
無
駄
を

な
く
せ
る
か
を
示
す
方
法
で
あ

り
、
こ
れ
は
生
産
性
の
向
上
に

直
結
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で

従
業
員
の
意
識
改
革
が
進
行

し
、
検
証
作
業
に
よ
っ
て
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
維
持
さ
れ
て

い
く
。

　

経
費
削
減
と
生
産
性
向
上
の

両
面
か
ら
経
営
課
題
の
解
決
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
気
の

「
見
え
る
化
」。
こ
れ
も
ま
た
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

と
同
様
、「
投
資
」
と
位
置
づ

け
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

し
と
い
っ
た
規
制
強
化
の
取
り
組

み
も
随
時
行
う
。
２
０
１
６
年
の

改
正
で
は
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
し
な

い
が
地
球
温
暖
化
の
要
因
と
な
る

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ

ー
ボ
ン
）
の
規
制
を
決
め
た
。

　

基
本
的
枠
組
み
を
決
め
る
ウ
ィ

Deplete the Ozone Layer

﹈）
が

採
択
さ
れ
て
い
る
。
議
定
書
は
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
を
特
定

し
、
生
産
や
使
用
を
規
制
す
る
ほ

か
、
全
廃
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
も
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に

規
制
物
質
の
追
加
や
日
程
の
前
倒

　

特
定
フ
ロ
ン
が
原
因
で
オ
ゾ
ン

層
が
破
壊
さ
れ
、
地
上
に
到
達
す

る
紫
外
線
量
が
増
加
す
る
。
そ
れ

が
人
体
へ
の
被
害
（
視
覚
障
害
、

皮
膚
癌
発
生
な
ど
）
や
生
態
系
へ

の
悪
影
響
（
穀
物
収
量
減
、
魚
介

類
減
少
な
ど
）
を
も
た
ら
す
。
１

９
７
０
年
代
中
頃
に
そ
う
し
た
指

摘
が
起
こ
り
、
国
際
的
な
議
論
の

結
果
、
１
９
８
５
年
３
月
、
ウ
ィ

ー
ン
条
約
（
正
式
名
称
：
オ
ゾ
ン

層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン

条
約
﹇Vienna Convention for 

the Protection of the Ozone 
Layer

﹈）
が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
条
約
の
も
と
で
、
１
９
８

７
年
９
月
、
具
体
的
な
規
制
措

置
を
定
め
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

議
定
書
（
正
式
名
称
：
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
﹇Montreal 

Protocol on Substances that 

電気の「見える化」を
企業の成長を促すための
「投資」と位置づける

　オゾン層は生物に有害な紫
外線を吸収する。それを破壊
してしまうのがＣＦＣ（クロロ
フルオロカーボン）といった特
定フロンなどである。それら
人工化合物からオゾン層を保
護する目的で国際協力の基本
的枠組みを定めたものが、今
回取り上げる条約。具体的規
制を記す議定書にも触れる。

《
第
４
回
》

オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の 

ウ
ィ
ー
ン
条
約

eco topicseco topics

ウィーン条約およびモントリオール議定書に関連する
オゾン層保護対策の経緯

テッくん
Ｑ
日
本
の
電
気
料
金
は
高
い
の
？

Ｑ
な
ぜ
電
気
料
金
に
違
い
が
出
る
の
？

グローバル化が進む現在、発電に必要な燃料の輸入、
海外の新しいエネルギー技術の導入など、日本の電力
業界も世界の動向に大きな影響を受けている。そこで、
今後 4回にわたり海外の電力事情を説明していくよ。

　

電
気
料
金
の
違
い
は
、
主
に
そ
の
国
の
電
源
比
率

が
関
係
し
て
い
る
よ
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
導

入
す
る
国
は
割
高
に
な
り
や
す
く
、
主
力
電
源
が
火

力
で
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
を
輸
入
し
て
い

る
国
は
為
替
の
変
動
を
受
け
や
す
く
な
る
。
逆
に
自

分
の
国
で
燃
料
を
調
達
で
き
る
と
こ
ろ
は
為
替
の
影

響
が
少
な
く
て
済
む
ん
だ
。

　

そ
う
し
た
事
情
と
は
別
に
、
電
源
比
率
以
外
の
要

因
が
電
気
料
金
の
価
格
に
か
か
わ
っ
て
い
る
国
も
あ

る
よ
。
そ
れ
が
お
隣
の
韓
国
。
政
府
が
電
力
会
社
の

株
式
の
過
半
を
保
有
し
て
い
て
、
国
民
に
与
え
る
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
政
策
的
に
安
価
で
電
気
を
供

給
し
て
い
る
ん
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し

日
本
の
主
力
電
源
は
火
力
に
移
行
し
た
。
電
気
を
つ

く
る
と
き
の
単
位
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
原
子
力
、
火

力
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
順
に
高
く
な
る
の
で
日
本

の
電
気
料
金
は
上
が
っ
て
い
っ
た
ん
だ
。

　

で
は
海
外
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
電
力
中
央
研

究
所
作
成
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
為
替

レ
ー
ト
（
１
㌦
＝
１
０
８
・
８
円
）
で
換
算
し
た
家

庭
用
電
気
料
金
は
、
安
い
順
に
、
韓
国
（
１
㌔
㍗
時

当
た
り
13
円
程
度
）、
ア
メ
リ
カ
（
同
13
円
程
度
）、

フ
ラ
ン
ス
（
同
20
円
程
度
）、日
本
（
同
24
円
程
度
）、

イ
タ
リ
ア
（
同
30
円
程
度
）、ド
イ
ツ
（
同
36
円
程
度
）

と
な
っ
て
い
る
。
主
要
国
と
の
比
較
で
は
、
日
本
は

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
ぐ
ら
い
に
な
る
ん
だ
ね
。

日本テクノキャラクター

環
境
基
準
達
成
率 

Ｐ
Ｍ
２・５
は
改
善
、光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
依
然
低
調

　

２
０
１
８
年
３
月
、
環
境
省
は
２
０
１
６
年
度
の

大
気
汚
染
状
況
を
公
表
し
た
。
大
気
状
況
の
測
定
局

は
全
国
に
１
８
７
２
局
あ
り
、
一
般
環
境
大
気
測
定

局
（
１
４
６
３
局
、
以
下
「
一
般
局
」）
と
自
動
車

排
出
ガ
ス
測
定
局
（
４
０
９
局
、
以
下
「
自
排
局
」）

に
分
け
ら
れ
る
。
法
律
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
の
施
設

で
常
時
監
視
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

測
定
結
果
の
う
ち
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２

）、
浮

遊
粒
子
状
物
質（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）、二
酸
化
硫
黄（
Ｓ
Ｏ
２

）、

一
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）
は
、
環
境
基
準
達
成
率
が
い

ず
れ
も
１
０
０
％
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
数
値
だ

っ
た
。
同
様
に
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）

の
達
成
率
は
一
般
局
で
88
・
７
％
（
前
年
度
は
74
・

５
％
）、
自
排
局
で
88
・
３
％
（
同
58
・
４
％
）
と

前
年
度
を
上
回
り
、
数
値
は
改
善
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と
な
る
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
Ｏ
ｘ
）
の
環
境
基
準
達
成
率

は
、
一
般
局
で
０
・
１
％
、
自
排
局
で
０
％
（
前
年

度
は
い
ず
れ
も
０
％
）
と
依
然
と
し
て
極
め
て
低
い

水
準
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

の

Ａ Ａ

環境分野の

国際条約

ポイント解説シリーズ

※環境省「平成２８年度 オゾン層等の監視結果に関する年次報告書」をもとに作成。

オゾン層破壊物質を規制する
国際協力の基本的枠組み

イベント実施の際のチェック項目

年 月 出来事

1974 6 アメリカ・カリフォルニア大学のローランド教授とモリーナ博士
が、CFCによるオゾン層の破壊とそれにより生じる人体や生態
系への影響の可能性を指摘

1985 3 「オゾン層の保護のためのウィーン条約」採択
1987 9 「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」採択
1988 9 ウィーン条約発効

日本、ウィーン条約・モントリオール議定書に加入
1989 1 モントリオール議定書発効

5 ウィーン条約第１回締約国会議、モントリオール議定書第１回
締約国会合開催（ヘルシンキ）

1990 6 モントリオール議定書第２回締約国会合開催（ロンドン）
※特定フロンの2000年全廃、1,1,1-トリクロロエタンの規
制物質への追加など議定書改正に合意

1992 11 モントリオール議定書第４回締約国会合開催（コペンハーゲン）
※CFCの 1996年全廃、HCFC（ハイドロクロロフルオロカーボ
ン）および臭化メチルの規制物質への追加など議定書改正に合意

1995 12 モントリオール議定書第７回締約国会合開催（ウィーン）
※HCFCの2020年以降の消費を既設機器の整備用に限定、
臭化メチルの2010年全廃、途上国に対する規制スケジュー
ルの設定など議定書の調整に合意

1997 9 モントリオール議定書第９回締約国会合開催（モントリオール）
※臭化メチルの削減計画の前倒し、臭化メチルの非締約国と
の貿易の禁止、不法取引防止のためのライセンシングシステム
の導入などに合意

1999 12 ウィーン条約第５回締約国会議、モントリオール議定書第１１回
締約国会合開催（北京）
※HCFCの生産量規制導入などに合意

2007 9 モントリオール議定書第１９回締約国会合開催（モントリオール）
※HCFC規制スケジュールの前倒しに合意

2016 10 モントリオール議定書第２８回締約国会合開催（ルワンダ・キガリ）
※HFCの規制物質への追加など議定書改正に合意

　

２
０
１
８
年
３
月
、
経
済
産

業
省
は
、
２
０
１
８
年
度
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
）
に

お
け
る
再
エ
ネ
の
買
い
取
り
価

格
と
、
消
費
者
が
負
担
す
る
賦

課
金
の
単
価
を
決
定
し
た
。
Ｆ

Ｉ
Ｔ
は
、
電
力
会
社
が
再
エ
ネ

発
電
事
業
者
の
電
気
を
一
定
期

間
買
い
取
る
制
度
。
価
格
は
国

が
定
め
、
買
い
取
り
費
用
は
賦

課
金
と
し
て
電
気
代
に
上
乗
せ

し
て
回
収
す
る
。

　

買
い
取
り
価
格
は
原
則
と
し

て
毎
年
決
め
ら
れ
る
が
、
先
の

年
度
分
を
前
倒
し
で
決
定
し
た

も
の
に
関
し
て
は
価
格
決
定
の

見
送
り
も
あ
る
。
住
宅
用
太
陽

光
（
10
㌔
㍗
未
満
）
は
２
０
１

９
年
度
分
（
24
〜
26
円
）
ま
で

決
ま
っ
て
お
り
、
今
回
は
２
０

は
入
札
）
で
前
年
度
よ
り
３
円

安
い
18
円
。
そ
れ
に
１
万
㌔
㍗

未
満
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
一
般
木

材
等
）
の
24
円
（
前
年
度
同
額
）

だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
度
ま
で

決
ま
っ
て
お
り
２
０
２
０
年
度

分
を
決
定
し
た
の
は
、
陸
上
風

力
の
18
円
、
地
熱
（
１
万
５
０

０
０
㌔
㍗
未
満
）
の
40
円
、
中

小
水
力
（
２
０
０
㌔
㍗
未
満
）

の
34
円
な
ど
（
住
宅
用
太
陽
光

以
外
、
す
べ
て
税
別
）。

　

買
い
取
り
費
用
の
総
額
は
３

兆
６
９
４
億
円
の
見
通
し
。
こ

こ
か
ら
回
避
可
能
費
用
（
６
９

７
１
億
円
）
を
差
し
引
く
な
ど

で
算
出
し
た
額
が
賦
課
金
の
総

額
で
約
２
兆
３
７
０
０
億
円
に

な
る
。
こ
れ
を

推
計
販
売
電
力

量
で
割
っ
た
も

の
が
賦
課
金
単
価
だ
。
算
定
さ

れ
た
単
価
は
１
㌔
㍗
時
当
た
り

２
・
９
０
円
。
標
準
家
庭
（
１

カ
月
の
電
気
使
用
量
が
２
６
０

㌔
㍗
時
）
で
は
年
額
９
０
４
８

円
の
負
担
に
な
る
。

２
０
年
度
の
買
い
取
り
価
格
を

決
定
し
て
い
な
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
買
い
取
り

価
格
を
決
定
し
た
の
は
、
10
㌔

㍗
以
上
２
０
０
０
㌔
㍗
未
満
の

太
陽
光
（
２
０
０
０
㌔
㍗
以
上

賦
課
金
総
額
２・３
兆
円
超
に

2018年度 再エネ買い取り価格決定

① イベント実施体制のチェック
  大会関係者に連携が必要な機関（警
察、自治体、消防、広報、医療機関
など）が入っているか
  医療関係者（地元医師会、周辺の医
療機関）と積極的に連携し、救護所
の設置などができているか

② 緊急対応フローのチェック
  急病人が発生したときの対応フローを
策定しているか
  対応フローの中に救急連絡先（警察、
自治体、消防〈救急〉、広報）が含
まれているか
  各連絡先にイベント実施日・時間・内
容が伝わっているか

③ イベント規模と対応スタッフ数のチェック
  対応スタッフの担当エリア・人数は決
まっているか
  本部と各エリアスタッフとの連絡方法・
連絡責任者は明確か
  イベント実施日には、本部と救急連絡
先との連絡が定期的に行われるような
体制をとっているか
  人が滞留しやすい場所や暑い場所を
確認しているか

④ イベント安全目標のチェック
  イベントの安全目標を立てているか
  安全目標は、大会長からスタッフに伝
達しているか

※環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」より（一部改変）。

海
外
の
電
力
事
情

〈１〉 

世
界
の
電
気
料
金

http://econews.jp/newspaper/thinking/
http://www.nt-e.jp/
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の
実
現
の
た
め
に
環
境
方
針
を
制

定
し
た
の
が
２
０
０
７
年
。

　

社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識

を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
当

初
か
ら
全
社
的
に
環
境
保
全
の
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。
製
造
部
門

だ
け
で
な
く
、
管
理
、
研
究
開
発
、

物
流
、
営
業
と
い
っ
た
部
門
が
一

斉
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
、
全

社
員
を
対
象
に
し
た
環
境
教
育
も

始
め
た
。

　

メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
商
品
を

末
永
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
お
客
様
の
利
便
性
向
上
と
環

境
配
慮
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
製

　

夏
の
陽
気
に
肌
も
汗
ば
む
季

節
。
気
温
が
高
く
な
る
と
気
に
な

る
の
は
蚊
の
発
生
だ
。
蚊
を
媒
介

し
て
、
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
、

ジ
カ
熱
な
ど
多
く
の
感
染
症
が
引

き
起
こ
さ
れ
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
推
計
に
よ
る
と
、
マ
ラ

リ
ア
だ
け
で
も
年
間
２
億
人
以
上

の
罹
患
者
と
２
０
０
万
人
の
死
亡

者
が
い
る
と
さ
れ
る
。
最
も
「
人

を
殺
す
生
き
物
」
は
、
蚊
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

ア
ー
ス
製
薬 

株
式
会
社
は
長

年
に
わ
た
り
、
虫
ケ
ア
用
品
の
研

究
開
発
・
製
造
・
販
売
を
続
け
て

き
た
が
、
同
社
の
事
業
活
動
は
、

国
際
社
会
が
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
「
感
染
症
対
策
」
と

合
致
す
る
部
分
が
多
い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

社
名
に
「
ア
ー
ス
」
を
掲
げ
る

企
業
と
し
て
、「
地
球
と
の
共
生
」

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の

環
境
負
荷
低
減
を
意
識
し
た
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）
の
視
点
で
各
種
の
製

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ア
ー
ス
製
薬
に
と
っ
て
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
と
し
て
、返
品
数
の
削
減
は
大

き
な
課
題
だ
っ
た
。
商
品
の
撤
去

か
ら
仕
分
け
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
返

送
と
い
う
一
連
の
作
業
は
小
売
業・

代
理
店
・
物
流
業
者・
メ
ー
カ
ー
の

４
者
に
お
け
る
手
間
と
コ
ス
ト
が

生
じ
る
う
え
に
、廃
棄
に
伴
う
環

境
負
荷
が
か
か
る
。
し
か
し
、
季

節
商
品
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、需
要
予
測
を
立
て
る
の
が
難

し
く
、対
策
を
と
れ
な
い
ば
か
り

か
、
季
節
商
品
の
販
売
シ
ー
ズ
ン

が
終
了
し
た
後
は
、一
斉
に
返
品

さ
れ
る
と
い
う
慣
習
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
虫
ケ
ア
用
品

業
界
初
の
本
格
的
な
返
品
数
削
減

に
着
手
す
る
。
小
売
店
・
代
理
店

双
方
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
適
正
な
需
要
予
測
を
立

て
、
さ
ら
に
集
計
デ
ー
タ
か
ら
、

販
売
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
も
一
定
の

需
要
が
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し

た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
返
品
で
は

な
く
、
適
切
な
数
量
の
継
続
し
た

店
頭
展
開
や
倉
庫
保
管
し
て
い
く

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
は
梱

包
や
発
送
作
業
な
ど
で
生
じ
る
コ

ス
ト
の
低
減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

こ
う
し
て
２
０
１
７
年
の
虫
ケ
ア

用
品
の
返
品
率
は
、
前
期
比
１
・

９
％
減
の
８
・
５
％
と
過
去
最
低

を
記
録
。
２
０
２
０
年
は
６
・
８

％
を
目
指
し
て
い
る
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
を

務
め
る
ア
ー
ス
製
薬
は
、
世
界
最

大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
感
染

症
予
防
に
資
す
る
虫
ケ
ア
対
策
の

重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地

球
と
の
共
生
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
。

社名にアース、地球との共生は使命
返
品
数
の
削
減
で
環
境
負
荷
を
抑
制

水
産
資
源
が
大
幅
に
減
少

　

近
年
、
環
境
問
題
の
影
響

な
ど
か
ら
魚
介
の
生
息
域
変

化
や
漁
獲
量
の
減
少
が
起
き

て
お
り
、
管
理
漁
業
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
横

浜
国
立
大
学
環
境
情
報
研
究

院
の
自
然
環
境
と
情
報
部
門

は
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
科
学
的
な
デ
ー
タ

解
析
や
環
境
評
価
手
順
を
も

と
に
、
そ
の
最
適
な
方
法
を

探
っ
て
い
る
。

　

同
学
の
松
田
裕
之
教
授
は

知
床
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

時
に
科
学
委
員
会
の
一
員
と

し
て
自
然
保
護
と
漁
業
の
両

立
を
実
現
す
る「
知
床
方
式
」

を
提
案
し
た
１
人
。
日
本
の

漁
業
の
動
向
に
つ
い
て
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
を
例
に
説
明
し
て

く
れ
た
。「
ク
ロ
マ
グ
ロ
は

２
０
１
４
年
に
国
際
自
然
保

護
連
合
か
ら
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
、
国
別
漁
獲
枠
の

割
当
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
日
本
は
昨
年（
第

２
管
理
期
間
）
の
割
当
量
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
、
水

産
庁
は
資
源
保
護
の
た
め
に

導
入
し
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
海

洋
生
物
資
源
保
存
管
理
法
に

基
づ
く
漁
獲
可
能
量
）
を
ク

ロ
マ
グ
ロ
に
も
適
用
し
、
罰

則
規
定
を
設
け
ま
し
た
」。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
海
外
で
も

漁
獲
さ
れ
る
た
め
国
際
ル
ー

　
「
こ
こ
は
、
全
国
で
最
も
多
く
の

絶
滅
危
惧
種
を
展
示
す
る
動
物
園
。

だ
か
ら
こ
そ
、
生
物
多
様
性
保
全
の

大
切
さ
を
伝
え
、
広
く
発
信
し
て
い

く
使
命
が
あ
る
の
で
す
」
と
話
す
の

は
、
名
古
屋
市
東
山
動
植
物
園
（
愛

知
県
名
古
屋
市
千
種
区
・
東
山
総
合

公
園
内
）
で
教
育
普
及
主
幹
を
務
め

る
今
西
鉄
也
さ
ん
。

　

東
山
動
植
物
園
の
敷
地
は
豊
か
な

自
然
を
蓄
え
た
約
60
㌶
の
広
さ
。
名

古
屋
駅
か
ら
電
車
で
20
分
と
交
通
の

便
も
よ
く
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
人
気
が
高
い
。
だ
が
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
希
少
動
物
に
会
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。
飼
育
し
て
い
る
動
物
は
４

７
４
種
で
、
う
ち
１
１
５
種
は
国
際

自
然
保
護
連
合
が
指
定
す
る
絶
滅
危

惧
種
だ
。
絶
滅
危
惧
種
と
は
、
生
息

環
境
の
破
壊
や
密
猟
な
ど
に
よ
り
数

を
減
ら
し
て
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
動
植
物
の
こ
と
。

　

同
園
は「
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
場
」

と
し
て
、
次
世
代
に
持
続
可
能
な
地

球
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
が
現
在
進
行
中
の
「
東
山

動
植
物
園
再
生
プ
ラ
ン
」
だ
。
多
様

な
動
物
に
会
え
る
と
い
う
魅
力
は
残

し
な
が
ら
、
よ
り
自
然
と
向
き
合
え

る
「
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
人
と

自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
再

生
を
図
る
。
２
０
０
８
年
の
「
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
タ
ワ
ー
」
を
皮
切
り
に
、

動
物
の
飼
育
環
境
を
改
善
す
る
こ
と

で
希
少
種
の
繁
殖
を
進
め
て
い
る
。

例
え
ば
同
園
で
人
気
の
ゴ
リ
ラ
は
、

全
国
で
７
園
し
か
飼
育
さ
れ
て
お
ら

ず
、
野
生
下
で
も
生
息
数
が
減
少
し

て
い
る
。
以
前
は
オ
ス
と
メ
ス
の
ゴ

リ
ラ
を
１
頭
ず
つ
ペ
ア
で
飼
育
す
る

こ
と
を
前
提
に
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
方
法
は
繁
殖
に
適
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
野
生
の

ゴ
リ
ラ
と
同
様
に
１
頭
の
オ
ス
に
対

し
て
複
数
の
メ
ス
か
ら
な
る
群
れ
飼

育
を
行
う
な
ど
動
物
の
特
性
に
合
わ

せ
て
繁
殖
し
や
す
い
環
境
を
用
意
。

従
来
よ
り
も
格
段
に
面
積
が
広
く
な

っ
た
新
ゴ
リ
ラ
獣
舎
が
建
設
さ
れ
、

今
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
。

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
企
画
し
て
い
る
。

中
で
も
好
評
な
の
が
「
名
古
屋
メ
ダ

カ
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
か
つ

て
は
身
近
だ
っ
た
メ
ダ
カ
も
今
は
絶

滅
危
惧
種
。
子
ど
も
た
ち
は
、
園
内

で
メ
ダ
カ
の
生
態
や
飼
育
方
法
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
自
宅
に
持
ち
帰
り

繁
殖
さ
せ
て
動
物
園
に
返
す
。「
動

物
園
に
返
す
と
い
う
責
任
感
か
ら
、

皆
さ
ん
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ

ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
守
ら
な
け

れ
ば
、
生
物
多
様
性
は
保
全
で
き
な

い
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
今
西

さ
ん
は
言
う
。

　

こ
れ
ま
で
動
物
園
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
て
い
た
ゴ
リ
ラ
や
ゾ
ウ
、

ラ
イ
オ
ン
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
馴

染
み
の
あ
る
人
気
動
物
の
多
く
は
、

す
で
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
今
西
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
や
本

で
も
動
物
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
実
物

を
目
の
前
に
仕
草
や
鳴
き
声
を
体
感

す
る
と
生
命
を
感
じ
ま
す
。
ま
ず
は

生
き
た
姿
を
見
る
こ
と
で
動
物
に
興

味
を
持
ち
、
命
と
自
然
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
来
園
を
呼
び
か
け
、
そ
の
先
に
あ

る
多
様
性
保
全
に
思
い
を
は
せ
る
。

ル
に
基
づ
き
漁
が
行
わ
れ
て

い
る
。
最
新
の
資
源
量
推
定

に
よ
る
と
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
減

少
が
食
い
止
め
ら
れ
、
増
加

に
転
じ
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
国
内
市
場
は
マ

グ
ロ
や
ウ
ナ
ギ
、
フ
グ
な
ど

一
部
の
魚
介
に
人
気
が
偏
り

が
ち
で
、
結
果
こ
れ
ら
の
天

然
物
は
10
年
前
に
比
べ
資
源

が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

　
「
水
産
庁
の
定
め
る
Ｔ
Ａ

Ｃ
は
漁
業
実
績
を
追
認
す
る

傾
向
に
あ
り
資
源
管
理
の
実

効
性
は
弱
い
。
さ
ら
に
Ｔ
Ａ

Ｃ
未
指
定
の
魚
介
は
捕
獲
に

歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

資
源
量
は
漁
業
だ
け
で
な
く

海
洋
環
境
の
変
化
に
も
左
右

さ
れ
、
そ
れ
ら
も
総
合
的
に

勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で

ば
利
益
は
出
な
い
。
結
果
、

漁
業
の
現
場
で
は
、
保
護
よ

り
漁
獲
が
優
先
さ
れ
て
し
ま

う
の
が
現
実
で
す
」。

実
情
に
即
し
た
資
源
保
護

　

そ
う
し
た
状
況
を
変
え
る

べ
く
登
場
し
た
の
が
海
の
エ

コ
ラ
ベ
ル
と
い
わ
れ
る
「
Ｍ

Ｓ
Ｃ
（
海
洋
管
理
協
議
会
）

認
証
」
だ
。
環
境
に
配
慮
し

て
捕
獲
・
加
工
さ
れ
た
魚
介

に
与
え
ら
れ
、
最
近
で
は
大

手
ス
ー
パ
ー
が
積
極
販
売
を

表
明
す
る
な
ど
、
注
目
度
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
消
費

者
に
価
値
が
認
め
ら
れ
、
値

段
が
高
く
て
も
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

が
あ
る
魚
介
を
購
入
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
資

源
量
回
復
の
助
け
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
松
田
教
授
は
「
Ｍ

Ｓ
Ｃ
の
導
入
前
か
ら
、
漁
業

関
係
者
の
自
主
努
力
に
よ
り

資
源
回
復
が
図
ら
れ
た
事
例

は
あ
る
」
と
述
べ
る
。

　
「
例
え
ば
、
京
都
の
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
は
乱
獲
が
問
題
と
な

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
漁
業

者
が
自
主
的
に
保
護
区
を
設

け
て
資
源
量
を
増
や
し
ま
し

た
。
漁
の
期
間
や
漁
場
を
厳

し
く
定
め
る
ほ
か
、
一
定
基

準
を
満
た
し
た
漁
獲
物
に
漁

港
の
タ
グ
を
つ
け
て
信
用
度

を
高
め
る
な
ど
、
高
付
加
価

値
化
に
も
成
功
し
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
だ
け
で
な

く
、
漁
業
の
実
情
に
即
し
、

個
々
の
漁
業
者
が
納
得
し
て

取
り
組
め
る
資
源
保
護
策
を

実
行
す
れ
ば
、
魚
介
類
を
絶

滅
に
追
い
や
ら
ず
に
済
む
の

で
す
」。

　

ほ
か
に
も
里
海
里
山
保
全

と
セ
ッ
ト
で
自
主
管
理
漁
業

を
推
進
し
、
付
加
価
値
の
高

い
魚
介
を
提
供
す
る
動
き
も

あ
る
。
松
田
教
授
ら
は
そ
う

し
た
事
例
や
研
究
成
果
を
も

と
に
漁
業
関
係
者
と
の
会
合

な
ど
で
新
た
な
漁
業
の
あ
り

方
を
提
言
し
て
い
る
。
私
た

ち
消
費
者
に
も
で
き
る
こ
と

は
あ
り
そ
う
だ
。

環境活動を推進する企業の物語

第23話　アース製薬株式会社

Environmental Information

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
社
会
の
姿
を
学
術
研
究
の
最
先
端
か

ら
探
っ
て
い
く
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
日
本
の
漁
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
「
横
浜
国
立
大
学
環
境
情
報
研
究
院　

自
然
環
境
と
情
報
部

門
」
の
松
田
裕
之
教
授
に
話
を
伺
っ
た
。

第６回　日本の漁業

松
まつ

田
だ

裕
ひろ

之
ゆき

アース製薬と日本気象協会
が共同開発した「蚊ケア指
数」のサイト画面。蚊対策
の必要性を５段階のアイコ
ンで表示し注意を促す。蚊
を媒介とする感染症対策の
一環でもある。全国142
地点の7日先までの「蚊ケ
ア指数」が閲覧できる。
●パソコン
https://tenki.jp/indexes/
mosquito/
●スマートフォン
https://tenki.jp/lite/
indexes/mosquito/

（実業之日本社 2,800円＋税）

不都合な真実2
アル・ゴア 著／枝廣淳子 訳

温
暖
化
対
策 

活
動
参
加
へ
の
呼
び
か
け

　

約
10
年
前
、
映
画
と
書
籍
で
発

表
さ
れ
た
『
不
都
合
な
真
実
』。

こ
の
作
品
お
よ
び
著
者
で
あ
る
元

ア
メ
リ
カ
副
大
統
領
ア
ル
・
ゴ
ア

氏
の
積
極
的
な
啓
発
活
動
に
よ
っ

て
地
球
温
暖
化
の
危
機
的
状
況
は

世
界
に
広
く
認
知
さ
れ
た
。
そ
の

功
績
に
よ
り
ゴ
ア
氏
は
２
０
０
７

年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
、
国
連

の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
と
共
同
で
受

賞
し
た
。
本
書
は
そ
の
続
編
だ
。

前
作
同
様
、
２
０
１
７
年
11
月
公

開
の
映
画
『
不
都
合
な
真
実
２
：

放
置
さ
れ
た
地
球
』と
対
を
な
す
。

　

前
作
か
ら
10
年
。
温
暖
化
に
よ

る
影
響
は
よ
り
深
刻
さ
を
増
し

た
。
本
書
前
半
で
は
、
高
温
で

溶
け
出
し
た
道
路
の
舗
装
（
イ
ン

ド
）、
ス
ー
パ
ー
台
風
で
破
壊
さ

れ
た
町
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
北
極

付
近
で
氷
が
解
け
水
面
下
か
ら
噴

き
出
す
メ
タ
ン
、
と
い
っ
た
写
真

を
交
え
、
現
状
を
紹
介
す
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

動
き
出
そ
う
と
呼
び
か
け
る
。
本

書
後
半
は
個
人
が
で
き
る
活
動
を

列
挙
す
る
。
対
話
集
会
に
出
席
し

議
員
に
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
日

本
社
会
の
慣
例
と
は
多
少
異
な
る

事
例
も
あ
る
が
ヒ
ン
ト
に
は
な

る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
活
動
は

き
っ
と
実
を
結
ぶ
と
い
う
希
望
も

載
せ
る
。
15
年
前
に
予
測
さ
れ
た

世
界
の
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
２

０
１
０
年
ま
で
に
30
㌐ 
㍗
増
」
が

最
善
と
さ
れ
た
が
「
２
０
１
６
年

ま
で
に
、
そ
の
目
標
の
16
倍
に
達

し
た
」（
１
４
１
頁
）。
実
績
は
４

８
７
㌐ 
㍗
だ
っ
た
。
必
要
な
解
決

策
は
目
の
前
に
あ
り
、
そ
れ
は
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
。

横浜国立大学環境情報研究
院教授。保全生態学、水産資
源管理などに造詣が深い。日
本生態学会第１６期会長、水
産資源・海域環境保全研究会
会長、海洋政策研究所「海洋
生物多様性保全と利用の研究
に関する調査研究委員会」委
員などを歴任。

小中学生を対象にした環境教育プログラムの１つ「名古屋メ
ダカ里親プロジェクト」。絶滅危惧種のメダカの飼育方法など
を学び、自宅で繁殖させたあと、動物園に返す。

生物多様性を維持するのは自分たちの手

松田教授のゼミから。持続可能な生態管理
策について議論しているところ。

サステナブルな漁業へ 水産資源をいつまでも

アース製薬は消費者の
視点で販売店の売り場
づくりを提案する専門
部隊を「ＥＭＡＬ（エマ
ール）」と名づけ、全国
の各営業拠点に配備し
ている。小売店や代理
店との密なコミュニケ
ーションは、こうした場
でも図られる。す

。
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル

な
漁
業
の

必
要
性
は

漁
業
従
事

者
自
身
も

理
解
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
漁

業
も
経
済

活
動
で
あ

っ
て
、
漁

獲
量
が
増

え
な
け
れ

獣
舎
整
備
、
子
ど
も
の
参
加

│
│
絶
滅
危
惧
種
の
繁
殖
へ

地球の仲間を守る

生物多様性
レポート

http://econews.jp/newspaper/story/
http://econews.jp/newspaper/academic/
http://econews.jp/newspaper/conservation/
http://econews.jp/newspaper/books/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４ -

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
７
７
９ -

１

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
東
比
恵
３ -

14 -

31

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
b  

／ 

Ｑ
２
：
b 

／ 

Ｑ
３
：
c 

／ 

Ｑ
４
：
d 
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太田豊昭（おおたとよあき）
大東文化大学経済学部卒
2013年4月入社

営業本部 営業部 千葉支店
千葉第二営業所 班長

　

日
本
テ
ク
ノ
の
各
部
署
で
活
躍
す
る
若
手
社
員
に
入
社
動
機
や
仕
事
の

や
り
が
い
な
ど
を
聞
く
。
今
回
は
千
葉
第
二
営
業
所
の
太
田
豊
昭
班
長
。

入
社
６
年
目
の
現
在
、
後
輩
の
成
長
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
自
ら
も
さ
ら

に
躍
進
す
べ
く
、
日
々
の
営
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
８
年
春
、
日
本

テ
ク
ノ
拠
点
網
の
関
東
と

九
州
エ
リ
ア
に
、
新
た
な

２
つ
の
自
社
ビ
ル
が
加
わ

っ
た
。
４
月
に
開
設
し
た

「
福
岡
営
業
所
・
福
岡
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
６

月
に
開
設
し
た
「
さ
い
た

ま
営
業
所
・
さ
い
た
ま
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
だ
。

　

い
ず
れ
も
最
寄
駅
（
福

岡
＝
福
岡
市
地
下
鉄
空
港

線
・
東
比
恵
駅
、
さ
い
た

ま
＝
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
・
戸
田

駅
）か
ら
徒
歩
数
分
以
内
。

フ
ロ
ア
設
計
に
あ
た
っ
て

は
現
場
社
員
の
声
を
積
極

　

２
０
１
８
年
４
月
、
日

本
テ
ク
ノ
は
沖
縄
電
力
管

内
で
電
力
小
売
り
事
業
を

開
始
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

大
手
電
力
の
全
国
10
エ
リ

ア
す
べ
て
で
、
電
力
供
給

体
制
が
整
っ
た
（
対
象
は

同
社
の
電
気
保
安
サ
ー
ビ

ス
導
入
の
ユ
ー
ザ
ー
）。

　

電
力
小
売
り
は
２
０
０

９
年
６
月
の
東
京
電
力
管

内
か
ら
始
め
た
。そ
の
後
、

２
０
１
０
年
に
九
州
、
東

北
、
２
０
１
１
年
に
中

部
、
関
西
、
中
国
、
北
海

的
に
取
り
入
れ
、
工
事
部

材
を
収
納
で
き
る
広
い
倉

庫
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
対
応
で
き
る
会
議
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
た
。

　

２
つ
の
ビ
ル
の
研
修
室

に
は
と
も
に
高
圧
受
変
電

設
備
の
模
擬
盤
を
備
え

た
。
提
携
す
る
日
本
テ
ク

ノ
協
力
会
・
日
電
協
の
電

気
管
理
技
術
者
向
け
技
術

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
で
き

る
。
営
業
の
拠
点
と
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
）が

緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
サ
ー
ビ

ス
体
制
を
築
い
て
い
く
。

道
、２
０
１
４
年
に
北
陸
、

四
国
と
、
供
給
エ
リ
ア
を

徐
々
に
広
げ
て
い
っ
た
。

　

残
る
は
沖
縄
。
だ
が
、

こ
の
エ
リ
ア
は
本
州
と
連

系
線
が
つ
な
が
っ
て
お
ら

ず
、進
出
は
難
し
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
全
国
10
エ
リ
ア

で
の
供
給
は
、
電
力
小
売

り
事
業
開
始
当
初
か
ら
の

同
社
の
思
い
描
く
未
来
像

で
も
あ
り
、
計
画
を
断
念

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

２
０
１
８
年
４
月
、
沖
縄

電
力
で
卸
電
力
メ
ニ
ュ
ー

が
創
設
さ
れ
る
機
を
逃
さ

ず
、
前
年
か
ら
準
備
を
進

め
、
沖
縄
エ
リ
ア
で
の
電

力
小
売
り
事
業
は
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

電
力
自
由
化
に
よ
り
新

電
力
と
い
わ
れ
る
小
売
電

気
事
業
者
数
は
５
０
０
に

も
達
す
る
勢
い
。
そ
の
う

ち
供
給
エ
リ
ア
を
「
全
国

（
沖
縄
を
除
く
）」
で
は
な

く
、但
し
書
き
な
し
の「
全

国
」
と
し
て
い
る
の
は
日

本
テ
ク
ノ
を
含
め
数
社
に

限
ら
れ
て
い
る
。

福岡・埼玉に自社ビル沖縄で小売りスタート　

営業アシスト「GIFTキャディ」募集サイトオープン

　

社
員
の
生
産
性
向
上

と
業
務
改
善
を
目
的
と

し
た
働
き
方
改
革
を
進

め
る
日
本
テ
ク
ノ
は
、

営
業
活
動
の
ア
シ
ス
ト

業
務
に
携
わ
る
パ
ー
ト

社
員
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ

デ
ィ
」
の
採
用
を
本
格

化
さ
せ
て
い
る
。
２
０

１
８
年
３
月
、
こ
の
求

人
内
容
を
詳
細
に
知
ら

せ
る
募
集
サ
イ
ト
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

　

育
児
中
の
女
性
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
働
き
た

い
人
を
募
る
。
採
用
後

は
、
す
き
ま
時
間
を
使

っ
て
営
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
。
対
象
地
域
は

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

あ
り
、
自
宅
周
辺
で
の

勤
務
が
可
能
だ
。

　

サ
イ
ト
で
は
仕
事
内

　

昨
年
末
に
日
本
商
工
会

議
所
が
発
表
し
た
「
商
工

会
議
所
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
が
本
格
始
動
し

て
い
る
。
中
小
企
業
の
地

球
温
暖
化
対
策
を
後
押
し

す
る
も
の
で
、
全
国
主
要

都
市
に
あ
る
約
５
０
０
の

商
工
会
議
所
が
管
轄
内
の

企
業
と
二
人
三
脚
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
２
０

１
８
年
３
月
「
小
さ
な
一

歩
が
会
社
を
変
え
る
！　

経
営
課
題
の
解
決
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
省
エ
ネ
」
と
題
し
た
実

践
セ
ミ
ナ
ー
が
名
古
屋
商

工
会
議
所
で
開
催
さ
れ

た
。
活
動
に
協
賛
す
る
日

本
テ
ク
ノ
か
ら
は
、
セ
ミ

ナ
ー
講
師
と
し
て
岩
崎
友

彦 

常
務
取
締
役
と
山
田

雄
一 

名
古
屋
営
業
所
長

が
派
遣
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
企
業
の
課

題
解
決
の
副
産
物
と
し
て

省
エ
ネ
も
実
現
す
る
と
い

う
発
想
転
換
を
啓
発
し
て

い
く
も
の
で
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
取
り
組

み
や
す
い
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
っ
た
。
日
本
テ
ク

容
、
実
際
に
活
躍
す
る

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
の

１
日
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
よ
く
あ
る
質
問
な

ど
を
掲
載
。
仕
事
と
育

児
を
両
立
さ
せ
る
事
例

や
充
実
の
研
修
に
よ
る

不
安
の
解
消
と
い
っ
た

よ
り
具
体
的
な
働
き
方

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
コ

ン
テ
ン
ツ
が
並
ぶ
。

　

サ
イ
ト
に
は
応
募
フ

ォ
ー
ム
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
応
募
者
は
書
類

選
考
を
経
て
、
自
宅
近

く
の
営
業
所
で
面
接
に

臨
む
。

ノ
の
提
供
番
組
「
省
エ
ネ

の
達
人
『
企
業
編
』」
の

映
像
な
ど
を
交
え
て
、
業

務
改
善
や
従
業
員
の
意
識

改
革
、
生
産
性
向
上
の
取

り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、

今
後
も
各
地
の
商
工
会
議

所
で
、
今
回
同
様
の
研
修

会
や
講
演
会
を
開
催
す

る
。
そ
こ
に
は
引
き
続
き

日
本
テ
ク
ノ
か
ら
の
事
例

提
供
や
講
師
派
遣
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
派
遣

日
本
テ
ク
ノ
の
岩
崎
友
彦 

常

務
取
締
役
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

の
様
子
。
具
体
的
事
例
を
踏

ま
え
た
内
容
が
講
演
さ
れ
た
。

新
社
屋
２
棟
が
完
成

日
本
全
域
で
電
力
販
売

福岡営業所・福岡サービスセンター

さいたま営業所・さいたまサービスセンター

Techno View日 本 テ クノ 企 業 情 報

明
点
は
積
極
的
に
質
問
し
、
理

解
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

営
業
部
の
研
修
で
は
、
実
際

の
顧
客
訪
問
を
想
定
し
た
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
。「
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
と
名
づ
け
た
ア
シ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
や
ユ
ー

ザ
ー
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

が
、
現
場
に
即
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
体
得
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

研
修
最
終
日
は
約
１
カ
月
に

わ
た
る
学
び
の
期
間
を
振
り
返

り
、「
私
の
抱
負
」
と
し
て
今

後
の
目
標
と
決
意
を
各
自
が
発

表
し
た
。
そ
の
後
２
０
１
８
年

度
新
卒
入
社
組
は
各
配
属
先
へ

と
向
か
っ
た
。
５
月
に
実
施
さ

れ
た
沖
縄
研
修
で
は
、
日
本
テ

ク
ノ
の
省
エ
ネ
支
援
シ
ス
テ
ム

の
操
作
や
電
話
対
応
時
の
マ
ナ

ー
と
言
葉
づ
か
い
を
学
ん
だ
。

研
修
工
程
は
こ
の
あ
と
も
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
若
手
活

躍
セ
ミ
ナ
ー
と
続
い
て
い
く
。

極
性
、
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
と
い

っ
た
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を

身
に
つ
け
る
合
宿
訓
練
に
参
加

し
た
。
そ
の
後
、
新
宿
本
社
に

戻
っ
て
の
新
入
社
員
研
修
が
実

施
さ
れ
、
合
わ
せ
て
約
１
カ
月

間
、基
本
的
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　

本
社
に
戻
っ
て
の
研
修
で
は

自
社
の
沿
革
や
特
徴
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
、
商
材
知
識
な
ど
を

各
部
署
よ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ

た
。
こ
の
期
間
は
毎
朝
「
研
修

生
有
言
実
行
ス
ピ
ー
チ
」
を
行

い
、
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
自
ら
の

言
葉
で
表
現
し
た
。
ま
た
、
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
安
全

運
転
技
術
向
上
の
た
め
の
自
動

車
教
習
所
で
の
１
日
講
習
も
あ

っ
た
。

　

技
術
サ
ー
ビ
ス
部
の
講
義
で

は
、
商
材
の
デ
モ
機
を
用
い
た

レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
新
入

社
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
不

　

２
０
１
８
年
４
月
、
日
本
テ

ク
ノ
は
新
卒
採
用
の
社
員
を
迎

え
る
入
社
式
を
挙
行
し
た
。
営

業
本
部
16
名
、
保
安
部
２
名
、

技
術
サ
ー
ビ
ス
部
１
名
、
監
視

セ
ン
タ
ー
２
名
の
計
21
名
が
仲

間
に
加
わ
っ
た
。
馬
本
英
一
社

長
か
ら
の
祝
辞
で
「
お
互
い
に

努
力
し
て
社
会
か
ら
期
待
さ
れ

る
会
社
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
を
受
け
た
新
入
社

員
は
、
そ
の
日
に
管
理
者
養
成

学
校
へ
入
校
し
、
行
動
力
や
積

▲実際のユーザー訪問を想定したロールプレイング。

▲デモ機を用いた技術サービス部の講義。

▲新卒採用の社員21名を迎えた入社式。

挑
む
！ 

２
０
１
８
年
度
新
卒
入
社
組

　https://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/

日本テクノでは電気の「見
える化」導入企業へのア
フターフォローサービスを
「GIFT」と呼んでおり、そ
れにゴルフプレイヤーの
サポート役「キャディ」の
名を加え「GIFTキャディ」
と命名した。ユーザーに寄
り添い支援していくという
意味が込められている。

GIFT キャディ商工会議所環境アクションプラン本格始動

入社式 ～ 研修 ～ 各配属先へ

│
│ 

当
社
を
選
ん
だ
理
由
は
。

　

電
力
系
イ
ン
フ
ラ
企
業
を
中
心

に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
日
本
テ
ク
ノ
は
全
国
展
開
す

る
規
模
の
大
き
さ
と
、
自
社
で
発

電
所
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
魅
力

で
し
た
。
そ
し
て
常
に
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
、
成
長
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
に
感
銘
を
受
け
、
入
社

を
決
め
ま
し
た
。

│
│ 

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
。

　日
頃
意
識
し
て
い
る
の
は
、
お

客
様
に
対
し
、
当
社
の
ス
マ
ー
ト

ク
ロ
ッ
ク
の
機
能
や
使
用
電
力
量

改
善
手
法
な
ど
を
丁
寧
に
話
す
こ

と
。
特
に
成
約
後
の
ア
シ
ス
ト
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
お
客
様
が
納
得
し

て
省
エ
ネ
活
動
が
で
き
る
よ
う
デ

ー
タ
を
用
い
た
説
明
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
効
果
が
現

れ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
き
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
ね
。

│
│ 

先
輩
に
は
ど
ん
な
指
導
を

受
け
て
き
た
か
。

　

的
確
な
助
言
な
ど
の
支
え
は
、

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
商
談
時
に
、
そ
こ
で
使
う
資
料

に
つ
い
て
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
沿
っ
て
よ
り
伝
わ
り
や
す

く
修
正
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
は

深
く
納
得
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
話

が
運
び
ま
し
た
。
先
日
、
私
が
後

輩
社
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
と

き
、
当
時
の
先
輩
の
意
図
が
改
め

て
理
解
で
き
、
感
慨
深
く
な
り
ま

し
た
。

│
│ 

後
輩
に
感
じ
る
こ
と
は
。

　

最
近
は
、
後
輩
社
員
と
同
行
し

た
先
で
、
彼
ら
の
成
長
を
実
感
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
後
輩
に

は
、
私
が
受
け
た
先
輩
か
ら
の
教

え
、
自
分
の
経
験
な
ど
を
、
き
ち

ん
と
伝
え
た
い
。
だ
か
ら
、
質
問

や
相
談
に
は
な
る
べ
く
噛
み
砕
い

て
答
え
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
後
輩
に
負
け
ぬ
よ

う
、
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

│
│ 

今
後
の
目
標
は
。

　

私
の
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
で
す
。

日
々
の
営
業
も
サ
ッ
カ
ー
同
様
に

ゴ
ー
ル
を
目
標
に
据
え
、
生
じ
た

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
一
歩
一
歩

目
標
に
近
づ
い
て
い
く
、
そ
の
過

程
を
楽
し
も
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
の
目
標
は
昇
格
で
す
。

私
か
ら
買
い
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
営
業
に
な
る
た
め
に
、
省

エ
ネ
や
お
客
様
に
関
す
る
知
識
の

引
き
出
し
を
増
や
し
、
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

後
輩
の
成
長
を
多
々
実
感

interview

未来を担う若手社員

●
福
岡
営
業
所
・

　

福
岡
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
開
設
日
〉

　

２
０
１
８
年
4
月
24
日

〈
所
在
地
〉

　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区

　

東
比
恵
３‐14‐31

〈
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉

 

０
９
２（
４
７
７
）８
８
８
０
／

 

０
９
２（
４
７
７
）８
８
９
０

●
さ
い
た
ま
営
業
所
・

　
さ
い
た
ま
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
開
設
日
〉

　

２
０
１
８
年
６
月
４
日

〈
所
在
地
〉

　

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽

　

７
７
９‐１

〈
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
営
業
所
）〉

 

０
４
８（
２
３
５
）９
３
３
０
／

 

０
４
８（
２
３
５
）９
３
３
１

〈
電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｓ
Ｃ
）〉

 

０
４
８（
２
３
５
）９
３
７
０
／

 

０
４
８（
２
３
５
）９
３
７
１

日本テクノ 電力小売り事業の歩み

沖縄電力管内
2018.04 ～

東北電力管内
2010.11 ～

中部電力管内
2011.03 ～

関西電力管内
2011.04 ～

中国電力管内
2011.04 ～

北海道電力管内
2011.05 ～

北陸電力管内
2014.04 ～

四国電力管内
2014.04 ～

九州電力管内
2010.09 ～

東京電力管内
2009.06 ～

http://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
http://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
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最適な建材選定から工期の相談まで

天井改修 ｜ キュービクル ｜ 空調 ｜ 照明 ｜ 太陽光 ｜ 緊急対応

ら
１
カ
月
は
必
要
と
い
わ
れ
、

白
井
さ
ん
は
困
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
ん
な
折
に
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
担
当
を
介
し
、
日
本
テ

ク
ノ
エ
ン
ジ
に
相
談
内
容
が
伝

わ
っ
た
。
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ

は
施
工
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
内

装･

防
水
工
事
に
精
通
し
、
公

　

神
奈
川
県
下
３
カ
所
お
よ
び

町
田
、
そ
し
て
中
国･

北
京
で

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
や
ボ
ク
シ
ン

グ
ジ
ム
、
学
童
施
設
な
ど
を
運

営
す
る
協
栄
グ
ル
ー
プ
。
特
に

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
高
い
指

導
力
を
背
景
に
毎
年
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
選
手
を

輩
出
し
て
い
る
名
門
だ
。
そ
の

相
模
原
の
ク
ラ
ブ
で
昨
年
末
、

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
が
天
井
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　
「
天
井
の
耐
用
年
数
は
残
っ

て
い
ま
し
た
が
、
地
震
な
ど
で

万
一
落
ち
れ
ば
、
た
と
え
ケ
ガ

が
な
く
て
も
ク
ラ
ブ
の
信
頼
を

損
ね
ま
す
。
早
め
に
手
を
打
ち

た
い
と
考
え
、
何
社
も
見
積
り

を
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ク

だ
っ
た
の
が
工
期
で
す
。
長
引

く
よ
う
だ
と
ク
ラ
ブ
生
に
影
響

が
出
る
の
で
な
る
べ
く
短
い
工

期
で
で
き
る
会
社
を
探
し
て
い

ま
し
た
」（
統
括
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
白
井
靖
史
さ
ん
）。

　

ど
の
業
者
か
ら
も
３
週
間
か

建
材
で
し
た
。
最
新
素
材
の
知

見
が
豊
富
で
、
短
い
工
期
で
対

応
し
て
く
れ
る
。
社
長
も
す
ぐ

に
納
得
し
、
正
式
に
施
工
を
依

頼
し
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

工
事
で
は
照
明
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
し
、ク
ラ
ブ
生
か
ら
は「
全

体
が
明
る
く
な
り
、
水
中
が
き

れ
い
に
見
え
て
泳
ぎ
や
す
い
」

と
好
評
だ
。

　
「
当
ク
ラ
ブ
は
築
30
年
が
経

過
し
て
お
り
、
今
後
は
塩
素
で

傷
み
の
出
た
柱
の
塗
装
や
、
老

朽
化
し
て
き
た
床
、
窓
枠
な
ど

を
順
次
更
新
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
床
は
、〝
滑
り

に
く
く
汚
れ
の
付
き
に
く
い
も

の
に
し
た
い
〞
と
の
社
長
の
こ

だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

色
々
と
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う

つ
も
り
で
す
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

営
の
プ
ー
ル
な
ど
で
豊
富
な
施

工
実
績
を
持
つ
東
海
物
産 

株

式
会
社
を
指
名
。
早
速
施
工
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
提
出
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
こ
と
を
白
井
さ

ん
は
「
１
週
間
で
で
き
る
と
聞

き
、
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
持
参

し
て
く
れ
た
天
井
材
の
見
本
を

手
に
し
て
み
る
と
、
と
て
も
軽

く
、
防
湿
性
の
高
い
理
想
的
な

　組織内の省エネ活動に大きな効果をあげている
人たちのワザやコツ──そんな役立つ情報が視聴
できる映像コンテンツのアーカイブサイトが「省
エネの達人『企業編』」だ。340 以上の「達人の技」
の中から、今回は空調稼働の効率化をもたらして
いる例を２つ紹介する。

http://eco-tatsujin.jp/

　

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
、
新
京
成
電
鉄

の
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
前
に
第
一
と
第
二

の
２
つ
の
玄げ

ん

蕃ば

ビ
ル
が
あ
る
。
オ
ー

ナ
ー
で
あ
る
有
限
会
社 

ウ
イ
ン
ド

フ
ォ
ー
ル
は
、
２
０
０
１
年
に
日
本

テ
ク
ノ
の
保
安
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
代
表
取
締
役
の
玄
蕃
秀
一

さ
ん
は
「
第
一
ビ
ル
に
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
第
二
ビ
ル
に
は
飲

食
店
が
あ
り
ま
す
。
特
に
そ
う
し
た

テ
ナ
ン
ト
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い

た
め
、
以
前
は
漏
電
や
停
電
が
起
き

れ
ば
、
夜
中
で
も
出
張
中
で
も
、
自

分
た
ち
で
電
気
管
理
技
術
者
を
手
配

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
手

間
や
不
安
は
、
24
時
間
監
視
す
る
日

本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
お
陰
で
す
っ
か
り

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
は
２
０
０

７
年
。
こ
の
ビ
ル
で
は
電
気
管
理
技

代表取締役の玄蕃秀一さんと妻の悦子さん。

術
者
が
検
針
し
、
そ
の
数
値
を
も
と

に
妻
の
悦
子
さ
ん
が
電
気
料
金
を
按

分
し
て
い
た
。
だ
が
過
去
に
は
「
電

気
料
金
が
高
い
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の
照
会
も
あ
っ

た
。「
一
般
的
に
は
家
庭
用
の
電
気

料
金
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
の
で
、
ビ

ル
全
体
の
基
本
料
金
を
按
分
す
る
複

雑
な
計
算
方
法
は
理
解
さ
れ
に
く

い
。
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
電

力
会
社
に
相
談
し
た
り
も
し
た
の
で

す
が
…
」
と
悦
子
さ
ん
は
振
り
返

る
。
特
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
か

っ
た
の
が
空
室
の
出
た
と
き
。
基
本

料
金
を
他
の
テ
ナ
ン
ト
に
振
り
分
け

る
分
、
電
気
料
金
が
高
く
な
る
。

　

一
方
、
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
は
料
金
の

算
出
方
法
が
明
確
で
、
使
っ
た
分
だ

け
請
求
さ
れ
る
た
め
公
平
性
が
保
て

る
。
手
間
だ
っ
た
計
算
や
請
求
の
作

業
も
な
く
な
り
、
電
力
会
社
に
先
払

い
し
て
い
た
ビ
ル
全
体
の
電
気
料
金

も
立
て
替
え
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
抱
え
て
い
た
ト
ラ
ブ

ル
の
要
因
が
解
消
さ
れ
精
神
的
な
負

担
が
大
き
く
軽
減
し
た
。

　

本
来
の
業
務
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
悦
子
さ
ん
は
、
ビ
ル
経
営

に
つ
い
て
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
テ

ナ
ン
ト
さ
ん
と
は
、
何
か
あ
れ
ば
す

ぐ
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
良
好

な
関
係
を
保
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ

が
、
い
つ
退
去
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
不
安
の
払
拭
や
空
室
率
の
低
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
」。
公
平
で

明
確
な
電
気
料
金
の
算
出
方
法
も
オ

ー
ナ
ー
と
テ
ナ
ン
ト
と
の
関
係
性
構

築
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビル
は、ビル全体で一括受
電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力
会社へまとめて支払って
いる。オーナーはテナン
トの使用分を立て替え
るため、個々のテナント
に対し、それぞれに応じ
た電気料金を請求する。
そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理
といった手間のかかる作
業が伴う。
　『エコテナント』は、オ
ーナーをわずらわせてい
たそれらの業務をすべ
て代行するサービスであ
る。既存の子メーターは
自動検針のスマートメー
ターに変更され、料金の
算出根拠はデジタル化し
た明確な数値で示され
る。オーナーとテナント
の双方にとって、ともに
信頼性を高められるシス
テムである。

千葉県鎌ケ谷市 ◎ 玄蕃ビル

「省エネの達人」に学ぶエ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

株
式
会
社 

池
延
（
茨
城
県
常

陸
大
宮
市
）
が
運
営
す
る
惣
菜
店

「
そ
う
ざ
い
男
し
ゃ
く
」
で
は
店

舗
を
取
り
巻
く
よ
う
に
空
調
な
ど

の
室
外
機
が
16
台
並
ぶ
。
そ
の
周

辺
の
温
度
を
下
げ
、
空
調
の
効
率

を
改
善
す
る
取
り
組
み
が
、
日
よ

け
の
設
置
と
打
ち
水
だ
。

　

室
外
機
の
周
囲
に
よ
し
ず
を
設

置
し
、
そ
の
上
に
日
よ
け
ネ
ッ
ト

を
張
る
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ス
を
利

用
し
て
水
を
か
け
る
。
こ
れ
で
、

何
も
し
な
い
場
合
に
比
べ
約
10
℃

も
周
辺
温
度
を
下
げ
ら
れ
た
。

【第 208 回】株式会社池延 そうざい男しゃく

室
外
機
は
日
よ
け
と
打
ち
水
で
冷
や
す

　

三
重
県
桑
名
市
の
納
豆
メ
ー

カ
ー
・
株
式
会
社 

小
杉
食
品
は
、

高
温
多
湿
に
な
り
や
す
い
工
場
内

を
快
適
に
働
け
る
環
境
に
す
る
べ

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

注
目
の
工
夫
は
、
空
気
の
流
れ

を
読
ん
だ
吸
排
気
口
の
設
置
。
吸

気
口
か
ら
外
気
を
取
り
込
む
と
同

時
に
天
井
付
近
に
た
ま
る
熱
い
空

気
を
フ
ァ
ン
で
逃
が
す
よ
う
に
し

た
。
そ
の
流
れ
を
後
押
し
す
る
よ

う
に
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
設

置
。
こ
れ
で
空
調
の
負
荷
は
大
き

く
軽
減
さ
れ
た
。

【第 361回】株式会社 小杉食品

熱
は
冷
や
さ
ず
逃
が
し
て
室
温
管
理

　

日
本
列
島
の
昨
年
７
月
と
８
月

の
落
雷
回
数
は
そ
れ
ぞ
れ
95
万
回

を
超
し
た
（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン･
ジ

ャ
パ
ン
集
計
。
日
本
全
国
２
６
０

０
㌔
㍍
四
方
で
発
生
し
た
落
雷

数
）。
そ
し
て
落
雷
に
よ
る
年
間

の
被
害
額
は
１
０
０
０
億
〜
２
０

０
０
億
円
と
い
わ
れ
る
。
雷
の
電

圧
は
数
百
万
〜
数
億
㌾
。
一
般
に

静
電
気
は
約
３
０
０
０
㌾
、
手
全

に
な
っ
て
い
る
の
が
パ
ソ
コ
ン
、

サ
ー
バ
な
ど
Ｏ
Ａ
機
器
お
よ
び
一

般
家
電
の
故
障
。
電
源
ケ
ー
ブ
ル

（
ま
れ
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
）
か
ら

強
い
電
流
が
流
れ
込
み
、
機
器
の

損
傷
や
焼
損
な
ど
が
生
じ
る
。
こ

れ
を
防
ぐ
対
策
に
は
、
瞬
間
的
な

大
電
流
を
逃
が
す
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置

が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
落
雷
対
策
に
は
各

種
の
避
雷
器
が
欠
か
せ
な
い
が
、

地
域
特
性
や
業
務
内
容
に
よ
り
設

置
す
る
機
種
は
異
な
る
。ま
た
電

流
を
逃
が
す
正
し
い
接
地（
ア
ー

ス
）工
事
も
必
要
だ
。電
気
管
理
技

術
者
や
専
門
業
者
に
相
談
し
自
所

に
適
し
た
避
雷
器
で
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
た
い
。

体
に
痛
み
を
感
じ
る
の
が
約
１
万

２
０
０
０
㌾
と
さ
れ
る
の
で
力
は

桁
違
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
は

集
中
豪
雨
を
伴
う
こ
と
も
多
く
、

企
業
に
と
っ
て
は
運
営
上
の
大
き

な
リ
ス
ク
と
な
る
。

　

落
雷
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防

ぐ
の
は
避
雷
針
だ
が
、
落
雷
時
に

は
周
辺
の
電
線
な
ど
に
強
い
誘
導

電
流
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
雷
サ
ー

ジ
電
流
と
呼
ば
れ
、
高
圧
受
変
電

設
備
に
流
れ
込
む
と
、
写
真
の
よ

う
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に

長
時
間
停
電
や
周
辺
へ
の
波
及
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
く
、
注

意
が
必
要
だ
。

　

雷
サ
ー
ジ
電
流
の
流
入
を
防
ぐ

に
は
避
雷
器
（
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ア

レ
ス
タ
・
以
下
Ｌ
Ａ
や
サ
ー
ジ
プ

ロ
テ
ク
ト
デ
バ
イ
ス
・
以
下
Ｓ
Ｐ

Ｄ
）
が
有
効
だ
。
Ｌ
Ａ
ま
た
は
Ｌ

Ａ
内
蔵
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
（
高
圧
気
中
負

荷
開
閉
器
）を
導
入
す
る
こ
と
で
、

写
真
の
よ
う
な
高
圧
受
変
電
設
備

の
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
落
雷
被
害
で
最
近
問
題

誘導電流によるPAS損傷例。絶
縁体である碍子が破損した。

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
例
。

誘
導
電
流
で
被
覆
が
溶
け
て
い
る
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 松本01グループ ◎ 藤本義隆さん

有限会社 棚田養魚場の代表取締役・
棚田治さん（左）と。

顧客に寄り添う姿勢で信頼を得る

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以

下
、
日
電
協
）
松
本
01
グ
ル
ー

プ
の
藤
本
義
隆
さ
ん
。
食
品
製

造
工
場
の
特
別
高
圧
受
変
電
設

備
の
主
任
技
術
者
な
ど
を
勤
め

上
げ
、
２
０
１
４
年
に
定
年
退

職
。
そ
の
翌
日
に
は
日
電
協
の

面
接
を
受
け
て
い
た
と
い
う

「
電
気
好
き
」
だ
。

　
「
中
学
の
と
き
に
ラ
ジ
オ
を

自
作
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

電
気
の
仕
組
み
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
高
校
の
電
気
科
を
卒
業

し
、
受
変
電
設
備
の
管
理･

点

検
に
携
わ
り
約
50
年
が
た
ち
ま

す
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
せ
る
日
電
協
の
仕
事
は

楽
し
く
、
毎
日
充
実
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
藤
本
さ
ん
の
担
当

は
長
野
県
南
部
に
あ
る
約
60
件

の
隔
月
点
検
を
中
心
と
し
た
事

業
場
。「
雪
が
降
る
冬
は
温
泉

旅
館
な
ど
が
閑
散
期
に
入
る
の

で
、
そ
こ
で
年
次
点
検
を
す
る

こ
と
が
多
い
。
受
変
電
設
備
の

前
に
雪
が
積
も
っ
て
点
検
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
前
日

の
雪
か
き
は
欠
か
せ
な
い
で
す

ね
」
と
笑
う
。

照明の LEDへの交換も行い、施工後は「水中もきれいに見えて泳
ぎやすい」と好評。円内は統括スーパーバイザーの白井靖史さん。

協栄スイミングクラブ相模原の外観。

設備改善
対応事例

神
奈
川
県
相
模
原
市

協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
相
模
原

し
た
際
、
藤
本
さ
ん
が
駆
け
つ

け
一
緒
に
対
策
を
講
じ
た
こ
と

で
信
頼
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
と

き
の
こ
と
を
棚
田
さ
ん
は
「
電

気
が
止
ま
れ
ば
ポ
ン
プ
に
よ
る

給
排
水
と
酸
素
の
供
給
が
で
き

な
く
な
り
、
魚
が
全
滅
し
て
し

ま
う
。
緊
急
用
の
発
電
装
置
で

は
発
電
量
や
時
間
に
限
界
が
あ

り
ま
す
。
あ
の
停
電
の
と
き
は

復
旧
す
る
ま
で
５
時
間
近
く
か

か
り
、
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
藤

本
さ
ん
が
非
常
事
態
に
備
え
、

ず
っ
と
つ
い
て
い
て
く
れ
た
ん

で
す
。
と
て
も
心
強
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

担
当
現
場
の
特
徴
を
細
か
く

把
握
す
る
藤
本
さ
ん
は
「
棚
田

養
魚
場
さ
ん
は
時
代
の
変
化
と

と
も
に
扱
う
魚
種
が
増
え
ま
し

た
。
ま
た
取
引
先
か
ら
の
要
望

で
食
品
加
工
も
手
が
け
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
対
応
の
た
め
何

度
も
増
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
電
気
系
統
も
複
雑
で

す
。受
変
電
設
備
の
み
な
ら
ず
、

加
工
場
の
漏
電
な
ど
も
見
逃
さ

ぬ
よ
う
意
識
し
て
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

長
年
培
っ
た
経
験
を
も
と
に

親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
藤
本

さ
ん
。「
あ
と
10
年
は
現
役
を

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
を
取
っ
て
も
視
野
を
広
く
持

て
る
よ
う
日
電
協
や
日
本
テ
ク

ノ
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
耳
を

傾
け
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
役

に
立
ち
た
い
で
す
ね
」。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

── 備えは万全か ──── 備えは万全か ──

災害時の災害時の災害時災害時
電気事故電気事故電気事故

トラブル要因解消、テナントとの良好な関係づくりへ

　

そ
ん
な
藤
本
さ

ん
を
頼
り
に
す
る

の
が
、
鯉
や
鱒
な

ど
川
魚
全
般
の
養

殖
お
よ
び
食
品
加

工
を
手
が
け
る
有

限
会
社 

棚
田
養

魚
場
（
長
野
県
飯

田
市
）
代
表
取
締

役
の
棚
田
治
さ
ん

だ
。
夜
半
に
長
時

間
の
停
電
が
発
生

確
か
な
知
識
と
技
術
で
ニ
ー
ズ
に
対
応

被
害
額
は
膨
大
、「
避
雷
器
」で
損
失
を
防
ぐ

▶ コンビニエンススト
アが入居する第一
玄蕃ビル

◀ 飲食店が入居する
第二玄蕃ビル

長年培った知識を伝え、電気の安全を守りたい

https://www.nichidenkyo.jp/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140625.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20170524.html
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
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https://www.gift-street.com/
http://www.n-techno.co.jp/giftcompany/index.html


※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１８年 （平成３０年） 夏季　第 53 号　【季刊】

ユーザーの声 SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ ア

日本テクノの主力商品「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア）」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（ス
マートクロック）」を導入している企業の取り組みをみていく導入事例集。今回は、岩手、石川、千葉、東京、大阪、
鹿児島の各地ユーザーの活動と、スマートクロックの新機能「セイサンセイモード」を紹介する。

　
「
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
納
期

や
品
質
な
ど
厳
し
い
要
求
に
応
え
続

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
、
大
阪
府
摂
津
市

に
あ
る
株
式
会
社 

ス
チ
ー
ル
テ
ッ

ク
の
代
表
取
締
役
社
長
・
田
中
公
夫

さ
ん
。
そ
ん
な
経
営
姿
勢
を
映
す
よ

う
に
、
売
上
や
利
益
は
毎
年
順
調
に

拡
大
し
て
お
り
、
最
近
は
主
力
の
製

造
機
械
で
あ
る
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
も

増
設
し
た
。

　

設
備
の
追
加
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
値

は
約
４
割
、
電
力
使
用
量
は
約
２
割

上
が
っ
た
も
の
の
、
生
産
速
度
は
倍

増
し
、
生
産
量
も
増
加
し
た
。
た
だ

し
こ
の
生
産
効
率
の
向
上
は
、
単
に

製
造
機
械
の
増
強
だ
け
が
原
因
で
は

な
く
、
コ
ス
ト
意
識
や
業
務
の
効
率

化
に
向
け
た
意
志
が
全
社
的
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
完
成
し
た
製
品

の
価
格
か
ら
原
価
を
差
し
引
い
た
粗

利
益
を
常
に
意
識
し
て
い
て
、
自
分

が
こ
な
す
仕
事
の
目
標
額
を
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
い
る
。
無
駄
な
コ
ス
ト

を
削
り
な
が
ら
、い
か
に
効
率
的
に
、

品
質
の
高
い
製
品
を
生
み
出
す
か
、

そ
れ
を
い
つ
も
念
頭
に
置
い
て
作
業

に
向
か
う
。

　

そ
う
し
た
意
識
改
善
の
た
め
の
指

標
の
１
つ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の

が
電
気
の
「
見
え
る
化
」
だ
っ
た
。

機
械
ご
と
の
使
用
量
が
わ
か
れ
ば
、

原
価
の
割
り
出
し
も
明
確
に
な
る
。

大
型
機
器
の
運
用
を
見
直
せ
ば
、
デ

マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を
抑
制
で
き
工
場
全

体
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
下
げ
ら

れ
る
。
運
用
の
見
直
し
は
、
生
産
工

程
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

　

２
年
を
か
け
て
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
と
す
べ
て
の
照
明
を
入
れ
替
え

た
工
場
内
は
、
隅
々
ま
で
見
通
せ
る

明
る
さ
だ
っ
た
。

代表取締役社長の田中公夫さん。

総務部業務課長の上妻正幸さん。

事務長の小林正和さん。

生
産
量
の
拡
大
に
伴
っ
て
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
を
増
設
し
た
。

２
０
１
７
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
製
造

拠
点
、
錦
江
加
工
セ
ン
タ
ー
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
２
階
廊
下
の

目
に
つ
く
場
所
に
設
置
し
た
。

コ
ス
ト
意
識
の
向
上

住
所
◉
大
阪
府
摂
津
市
鳥
飼
上
２-

５

-

３
３
／
電
話
◉
０
７
２
（
６
５
３
）

２
５
１
５
／
創
業
◉
１
９
８
５
年
／

従
業
員
数
◉
４
０
名
／
事
業
内
容
◉

金
属
加
工

電気の「見える化」は、業務効率の指標
株式会社 スチールテック　http://www.steeltec.co.jp/

事業所DATA

導入効果

2014年▶2017年

2014年4月～翌年3月
▶2017年4月～翌年3月

契約電力

電力使用量

　

千
葉
県
鴨
川
市
に
あ
る
「
海
鮮
の

宿 

舟
付
」
は
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
郷
土
料
理
を
楽
し
め
る
温
泉
旅

館
。
家
族
で
営
む
や
す
ら
ぎ
の
空
間

を
目
当
て
に
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、「
お
か
え
り
な
さ
い
」
が
定
番

の
あ
い
さ
つ
だ
と
い
う
。

　
「
こ
こ
は
お
客
様
に
く
つ
ろ
い
で

も
ら
う
場
所
。
だ
か
ら
省
エ
ネ
は
難

し
い
と
考
え
て
い
た
」
と
主
人
の
田

村
一
成
さ
ん
は
、
か
つ
て
の
状
況
を

振
り
返
る
。
だ
が
東
日
本
大
震
災
以

降
、
利
用
客
が
省
エ
ネ
活
動
に
進
ん

で
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
識
は

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
２
０
１
５
年
１

月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
、
デ
マ
ン

ド
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
「
予
約
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
設

備
の
稼
働
台
数
も
変
え
て
い
る
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
女
将
の
田
村
ま
ゆ

み
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
は
厨
房
に
あ
る

コ
ー
ル
ド
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
冷
蔵
庫

に
下
準
備
の
済
ん
だ
料
理
を
一
時
的

に
保
管
し
て
い
た
。
そ
の
稼
働
を
予

約
数
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
停
止
す
る

よ
う
に
し
た
。
利
用
客
は
時
期
に
よ

っ
て
数
十
人
に
な
る
と
き
も
あ
れ
ば

平
日
は
１
桁
台
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
予
約
状
況
を
先
読
み
し
、
コ
ー

ル
ド
テ
ー
ブ
ル
の
電
源
を
切
り
、
大

型
冷
蔵
庫
１
台
で
済
ま
せ
る
よ
う
に

す
る
。
食
材
を
よ
り
適
切
に
管
理

し
、
整
理
整
頓
を
徹
底
す
れ
ば
、
大

型
の
１
台
で
十
分
対
処
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
庫
内
に
保
管
す
る
各

食
材
の
置
き
場
所
に
工
夫
を
こ
ら
す

た
め
、
使
い
勝
手
が
良
く
な
り
調
理

作
業
の
効
率
も
上
が
っ
た
。

　

今
後
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
入
れ

替
え
や
太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
の

設
備
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

作
業
効
率
ア
ッ
プ

住
所
◉
千
葉
県
鴨
川
市
江
見
青
木
６

５
／
電
話
◉
０
４
（
７
０
９
６
）
１
２

０
０
／
設
立
◉
１
９
６
１
年
／
従
業
員

数
◉ 

１
１
名
／
事
業
内
容
◉
旅
館

予約状況の把握で冷蔵設備の稼働台数を見直し
海鮮の宿 舟付　http://www.funatuki.com/

事業所DATA

導入効果

2014年▶2015年

2014年3～5月
▶2015年3～5月

契約電力

電力使用量

　

岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
和
荘
。
経
験

豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
「
愛
・
信
頼
・

感
謝
」
の
理
念
の
も
と
に
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
よ
り
よ
く
施
設
を
運
営
す
る
た

め
の
計
画
や
そ
の
見
直
し
と
い
っ
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に

も
力
を
入
れ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
強

く
意
識
さ
せ
た
の
が
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
軸
と
し
た
省
エ
ネ
活
動
だ

っ
た
。

　

夏
場
の
会
議
で
施
設
長
の
伊
藤
芳

江
さ
ん
が
、
入
居
者
の
体
調
管
理
を

徹
底
す
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
に
呼
び
か

け
「
暑
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
エ
ア

コ
ン
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
」
を
指
示

し
た
。
そ
の
翌
日
、
ス
タ
ッ
フ
は
一

斉
に
空
調
の
電
源
を
入
れ
て
し
ま

う
。
広
い
施
設
内
の
複
数
箇
所
か
ら

電
気
の
使
用
状
況
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
と
４
カ
所
に
設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

が
赤
色
に
染
ま
り
、
警
報
が
鳴
る
。

　
「
夏
場
の
省
エ
ネ
ル
ー
ル
を
決
め

て
い
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
す
」
と

事
務
長
の
佐
々
木
ひ
と
み
さ
ん
は
話

す
。
そ
の
直
後
、
入
居
者
が
活
動
を

始
め
る
朝
５
時
か
ら
30
分
お
き
に
、

優
先
順
位
を
決
め
て
空
調
を
稼
働
さ

せ
る
ル
ー
ル
を
決
め
た
。
最
初
は
新

館
ホ
ー
ル
や
廊
下
、
続
い
て
別
館
ホ

ー
ル
、
本
館
食
堂
と
い
っ
た
取
り
決

め
だ
。
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
問
題
が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
改

善
策
を
立
て
実
行
す
る
。
以
降
は
、

起
動
が
重
な
る
こ
と
で
の
ピ
ー
ク
オ

ー
バ
ー
は
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
入
居
者
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
環

境
を
最
優
先
に
し
た
省
エ
ネ
活
動
が

今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

施設長の伊藤芳江さん（右）と
事務長の佐々木ひとみさん。

４
台
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
各
所
に
配
置
。

改
善
対
応
の
迅
速
性

住
所
◉
岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
東
晴

山
7
区
１
６
番
地
／
電
話
◉
０
１
９

８
（
４
４
）
３
１
１
３
／
従
業
員
数

◉ 

１
１
０
名
／
事
業
内
容
◉
社
会
福

祉
業

省エネでPDCAサイクルを強化──失敗は繰り返さない
社会福祉法人東和仁寿会 特別養護老人ホーム東和荘　http://towaso.jp/

事業所DATA

導入効果

2012年▶2017年

2011年11月～翌年10月
▶2016年11月～翌年10月

契約電力

電力使用量

　

石
川
県
白
山
市
に
あ
る
株
式
会
社 

ベ
ス
ト
家
具
は
、
大
型
の
家
具
か
ら

雑
貨
ま
で
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
が
楽
し
め
る
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ

プ
「
リ
ー
フ
ァ
ナ
カ
ガ
ワ
」
を
運
営

す
る
。
２
０
０
０
坪
の
敷
地
を
利
用

し
た
４
階
建
て
の
店
舗
だ
。

　

来
店
客
に
商
品
の
品
質
を
き
ち
ん

と
伝
え
る
に
は
照
明
の
果
た
す
役
割

が
重
要
と
考
え
、
店
内
に
は
約
１
２

０
０
本
の
通
常
照
明
に
加
え
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
用
の
ラ
イ
ト
を
併
用
す

る
。
そ
の
ま
ま
な
ら
電
力
使
用
量
は

増
加
す
る
だ
け
だ
が
、
業
態
に
応
じ

た
工
夫
で
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
導
入
し
、
ま
ず
は
蛍
光
灯

や
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
変
え
た
。
そ
れ
と
同
時
に
配
線
を

組
み
直
し
、
ス
イ
ッ
チ
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
照
明
を
細
か
く
調
整
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
ス
イ
ッ
チ
に
は
大

き
さ
の
異
な
る
色
分
け
し
た
シ
ー
ル

を
貼
り
、
色
に
よ
り
平
日
と
休
日
で

使
う
も
の
を
区
別
し
、
大
き
さ
で
優

先
順
位
を
示
し
た
。「
時
間
単
位
の

区
分
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
来
店
状

況
は
日
ご
と
に
変
わ
る
の
で
、
ス
タ

ッ
フ
の
臨
機
応
変
な
対
応
に
任
せ
て

い
ま
す
」（
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
事
業

部
・
事
業
本
部
長
の
土
橋
勉
さ
ん
）。

　

来
店
客
の
動
線
を
見
極
め
な
が
ら

ス
タ
ッ
フ
が
各
照
明
の
要
不
要
を
判

断
し
入
り
切
り
す
る
。
求
め
る
商
品

を
十
分
な
明
か
り
の
も
と
で
、
隅
々

ま
で
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん

な
思
い
と
、
組
織
全
体
に
浸
透
す
る

省
エ
ネ
意
識
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
活

動
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
店
客
を
気

づ
か
う
配
慮
の
姿
勢
が
、
よ
り
深
ま

っ
て
い
っ
た
。

細かな調整が可能な照明スイッチにつ
いて説明する事業本部長の土橋勉さん。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
商
品
を
引
き
立
て
る
店
内
。

顧
客
配
慮
の
向
上

住
所
◉
石
川
県
白
山
市
徳
丸
町
５
１
２

ｰ

１
／
電
話
◉
０
７
６
（
２
７
６
）
２
８

８
８
／
創
業
◉
１
９
６
５
年
／
従
業
員

数
◉
２
７
名
／
事
業
内
容
◉
家
具
・
イ

ン
テ
リ
ア
雑
貨
販
売
、
リ
フ
ォ
ー
ム

省エネ活動は来店客を見つめる姿勢から
株式会社 ベスト家具　リーファナカガワ　http://li-fa.co.jp/

事業所DATA

導入効果

2012年▶2015年

2011年10月～翌年9月
▶2013年10月～翌年9月

契約電力

電力使用量

　

鹿
児
島
県
内
で
13
事
業
所
を
展
開

す
る
二
幸
食
鳥
グ
ル
ー
プ
。
鶏
肉
加

工
を
中
心
に
、
冷
蔵
、
配
送
、
小
売

施
設
ま
で
運
営
す
る
。
そ
の
全
事
業

所
で
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
、省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
導
入
当
初
は
ま
ず
デ
マ
ン
ド
の

ピ
ー
ク
対
策
を
手
が
け
ま
し
た
。
加

工
工
程
や
空
調
運
用
を
見
直
し
、
機

器
の
立
ち
上
げ
分
散
な
ど
を
行
っ
た

結
果
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
所
で
効

果
が
出
た
。
そ
の
後
、
各
所
の
特
性

を
踏
ま
え
、
電
力
使
用
量
の
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
」（
本
社
総
務
部
業

務
課
長
の
上
妻
正
幸
さ
ん
）。

　

例
え
ば
、
加
工
工
場
や
冷
蔵
セ
ン

タ
ー
で
は
冷
蔵
庫
の
開
閉
回
数
を
減

ら
す
取
り
組
み
を
し
た
。
保
存
ス
ペ

ー
ス
を
整
理
整
頓
し
て
各
種
品
物
の

貯
蔵
場
所
を
明
確
に
し
、
商
品
に
よ

っ
て
は
冷
凍
原
料
を
増
や
し
て
、
無

駄
な
開
閉
を
抑
え
た
。
空
調
と
換
気

扇
を
併
用
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
も

つ
く
り
、
設
備
の
電
力
負
荷
を
抑
え

た
。
小
売
施
設
「
か
ご
し
ま
旅
の
駅

　

魔
猿
城
」
で
は
、
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
入
れ
替
え
、
電
力
使
用
量
約
５
％

改
善
の
実
績
を
出
し
た
。

　
「
各
事
業
所
が
実
践
し
た
ア
イ
デ

ア
は
本
社
に
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
他
の
事
業
所

に
伝
わ
り
ま
す
。
社
内
に
は
多
く
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
」
と
上
妻
さ
ん
は
言
う
。
事
業
規

模
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
２
０
１

７
年
９
月
に
は
10
カ
所
目
の
工
場
、

錦
江
加
工
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。「
こ
こ
は
最
新
の
省
エ
ネ
型
加

工
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
〝
現
場
の
工
夫
〞
が
重
要
で
す
。

積
み
重
ね
た
も
の
を
活
用
し
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
」。

改
善
手
法
の
集
積

住
所
◉
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
錦
江
町

４-

８
／
電
話
◉
０
９
９
（
２
２
６
）

７
０
６
５
／
設
立
◉
１
９
６
９
年
／

従
業
員
数
◉ 

８
０
０
名
／
事
業
内
容

◉
食
鳥
処
理
加
工

積み重ねたノウハウを新設工場に活用
二幸食鳥グループ

事業所DATA

導入効果

2010年▶2017年

2010年3月～翌年2月
▶2017年3月～翌年2月

契約電力

電力使用量

　

身
体
・
精
神
・
知
識
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
成
さ
れ
る
教
育
を
標
榜

し
、
設
立
以
来
半
世
紀
以
上
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
東
京
都
府
中
市
の
学

校
法
人
桐
誠
学
園 

府
中
新
町
幼
稚

園
。
少
子
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
現

在
も
順
調
に
園
児
数
を
伸
ば
し
て
い

る
。「
近
年
は
幼
稚
園
間
の
競
争
が

激
化
し
て
い
て
、
私
た
ち
も
未
就
園

児
ク
ラ
ス
の
設
定
、
ウ
ェ
ブ
情
報
の

充
実
や
小
ま
め
な
更
新
な
ど
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
よ

う
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
事
務

長
の
小
林
正
和
さ
ん
は
話
す
。

　

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
が
注

目
さ
れ
る
今
の
時
代
、
職
員
は
も
ち

ろ
ん
園
児
に
も
、
省
エ
ネ
へ
の
興
味

を
呼
び
起
こ
し
た
い
。
そ
の
意
識
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
だ
。

　

導
入
後
、
全
職
員
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
表

示
色
の
変
化
で
電
気
の
使
用
状
況
を

「
見
え
る
化
」
で
き
る
と
理
解
し
、

目
標
に
沿
っ
て
電
気
の
使
い
方
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
時
計
の
設
置
場
所
を
２
階

廊
下
の
よ
く
目
に
つ
く
所
に
し
た
の

は
、
園
児
に
向
け
た
呼
び
か
け
だ
。

　

２
階
に
あ
る
の
は
年
長
ク
ラ
ス

で
、
社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
を
身
に
つ

け
て
い
く
時
期
の
園
児
た
ち
が
行
き

交
う
。
小
林
さ
ん
は
「
時
計
の
色
変

化
が
示
す
意
味
は
基
本
的
に
信
号
と

同
じ
で
す
よ
ね
。
年
長
さ
ん
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
理
解
で
き
ま
す
。
こ
こ

に
設
置
す
る
こ
と
で
園
全
体
に
省
エ

ネ
意
識
が
浸
透
す
る
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
す
。
同
園
で
は
多
忙
な
先

生
が
色
の
変
化
を
見
逃
し
て
も
、
園

児
が
気
づ
き
、
注
意
を
促
す
光
景
が

見
ら
れ
る
。

興
味
の
呼
び
起
こ
し

住
所
◉
東
京
都
府
中
市
新
町
２-

３
１

-

４
／
電
話
◉
０
４
２
（
３
６
２
）
３

９
１
２
／
創
設
◉
１
９
６
４
年
／
従

業
員
数
◉
２
４
名
／
事
業
内
容
◉
幼

稚
園

園児も理解──ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫは信号と同じ配色
学校法人桐誠学園　府中新町幼稚園　http://shinmachi.org/

事業所DATA

導入効果

2015年▶2017年

2014年12月～翌年11月
▶2016年12月～翌年11月

契約電力

電力使用量

主人の田村一成さんと女将の田村まゆみさん。

▲15.1％

▲5.4％

　ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫは、普段何度も目にする時
計の周囲に、電力使用状況が LED表示される
電気の「見える化」ツールです。設定した目標
値を超えるときは赤色表示されるなど、その時々
で発色が変化します。「セイサンセイモード」は、
はじめの一定時間で電気の使用傾向を分析し、
残りの時間の目標値を自動設定する新機能。年
間を通して目標値が一定だったユーザーは、これ
までとは違う仕事量の変化に応じたLED表示で、
業務効率改善の意識向上が期待できます。

▲24.7％

▲31.0％

▲18.8％

▲9.7％

▲11.8％

▲7.8％

43.9％ＵＰ

24.0％ＵＰ

▲45.2％

8.1％ＵＰ

業務効率アップに貢献

「セイサンセイモード」
新登場！！

セイサンセイモードの仕組み

目標値を自動算出

※ 分析にあてる時間は
５分、１０分、１５分の
３種類から選べます。

各時間の忙しさ度合いが

明確化
一定時間内にできる仕事量　　　　

効率UP!Before

After

意識変化
一人ひとりが各時間の効率的
な働き方を考えるようになる

仕事量の
見える化

１日の目標値が一定のまま

繁閑に関係なく表示色には変化なし
設定値に近づかなければ

１日の時間の流れ

仕事量

表示色

少 多 中 少

ずっと緑の表示

発色が変化１日の時間の流れ

仕事量

表示色

少 多 中 少

年
間
の
上
限
目

標
値
だ
け
を
設

定
し
て
い
る
場
合

目標値は自動的に変化

繁閑によって表示色が変わっていく

Before

After

仕事量

仕事量

セイサンセイモード採用

この間に使用
傾向を分析

残りの時間に
目標値を適用

※ 写真は、現在・予測
デマンドのLED表
示。左側の紫は予
測値を示します。

企業の省エネ活動を
もっと知りたい方は

日本テクノ・メンバーズサイトへ

無料の会員登録で300社以上の成功事例にアクセス

http://www.n-techno.org/

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.n-techno.org/member/eria/shop/330rifa.html
http://www.n-techno.org/member/eria/service/315hunatuki.html
http://www.n-techno.org/member/j_medicals/399.html
http://www.n-techno.org/member/j_factory/413.html
http://www.n-techno.org/member/j_foods/407.html
http://www.n-techno.org/member/j_education/400.html
http://www.n-techno.org/
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募い
ただいた方の中から抽選で毎月20名様に、おばあちゃんの特製一
筆箋をプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイ
トにてご紹介させていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお
名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお
送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて必要事項を明記のう
え、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッ
ズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサ
イトからメールマガジンを発行しています。読者限定のコ
ラムやサイト更新案内など、楽しい雑学や豆知識が満載の
メルマガに、ぜひご登録ください。購読のお申し込みは下
記のサイトから受け付けています。

検 索

http://econews.jp/idea
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ
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正解者の中から抽選で 10名の方に日本テクノ特製「ペーパーウエイトルーペ」をプレゼントいたし
ます。ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面
白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インタ
ーネットのサイト「Eco News Web Magazine」（http://econews.jp/）からも応募できます。サイトに
アクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切りは 2018 年 9月 21日（金）必着。

〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係　

※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る５文
字を組み合わせ環境・エネルギー分野に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉「○○○○○レーション」のシステムで電気と熱を同時につくります。

① ② ③ ④

⑨

⑧⑦

⑥

⑤

①  やっと梅雨明けみたいだよ。ほら、
空に七色の架け橋！

②  今年の夏もノーネクタイ・ノー
ジャケットのク○○○ズ。

④  太陽光や風力、地熱は再生可能
エネ○○○。

⑥  野球観戦。バック○○○裏の特
等席で見たよ。

⑦  梅雨の花。漢字で書くなら紫陽
花。○○サイ。

⑧  「君が代」は日本の○○カ。

①  暑いから髪は後ろで結わいてお
こう。ポ○○テール。

③  スマートクロックで電気の使用
状況をミ○○カ。

⑤  「↑↓←→」。向きは違うけれど、
全部、矢○○○。

⑥ 「名前」は、英語で「○○ム」。
⑧  ○○クピットは、航空機の操縦
室のこと。

⑨  家族で遊園地。猛スピードの○
○○○○ースターに大興奮。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

　

７
月
に
入
り
本
格
的
な
夏
も
間

近
。
海
水
浴
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

こ
の
時
季
な
ら
で
は
の
ア
ウ
ト
ド
ア

を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

　

そ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の
が
、
暑

さ
に
負
け
身
体
が
正
常
に
機
能
し
な

く
な
る
「
熱
中
症
」。
め
ま
い
や
立

ち
く
ら
み
と
い
っ
た
軽
度
の
も
の
か

ら
、
意
識
障
害
な
ど
入
院
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
の
定
番
は
水
分
補
給

で
す
が
、
実
は
一
度
に
大
量
の
水
分

を
摂
る
と
、
か
え
っ
て
体
調
不
良
を

招
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
人
間
の
血
液
は
約

０
・
９
％
の
食
塩
水
と
同
じ
濃
さ
。

大
量
に
汗
を
か
き
身
体
か
ら
塩
分
が

失
わ
れ
た
と
き
に
水
分
だ
け
を
摂
る

と
血
液
は
薄
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
身
体
は
血
液
を
も
と
の
濃
さ

に
戻
そ
う
と
水
分
を
尿
と
し
て
排
出

し
ま
す
。
こ
れ
が
脱
水
の
原
因
に
な

る
ん
で
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
、
水
分
と
同
時
に
適
量
の
ミ
ネ
ラ

ル
を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
オ
ス
ス

メ
は
梅
干
し
ド
リ
ン
ク
。
つ
く
り
方

は
５
０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

水
と
柔
ら
か
い
梅
干
し
を
１
粒
潰
し

て
入
れ
、
ふ
た
を
締
め
て
振
り
混
ぜ

る
だ
け
。
も
う
１
つ
は
、
ス
イ
カ
の

皮
の
漬
物
。
ス
イ
カ
は
約
90
％
が
水

分
で
で
き
て
い
て
夏
バ
テ
の
と
き
も

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
食
べ
や
す
い
。

つ
く
り
方
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知

恵
袋
」サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
体
調
管
理
し
、
夏
を
思

い
切
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

─ 7 ─

※ 内容には細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環境問題に関する知識レベルを、楽し
みながらチェックできるこのコーナー。出
題範囲は本紙前号（52号）の掲載記事。
会社や学校などで下記の設問を使って、
環境常識テストを実施するのもいい。転
載大歓迎。環境知識の向上に役立ててほ
しい。〈答えは４面に掲載〉

環境問
題

常識テ
スト

中小企業の地球温暖化対策を推進するため「経営
課題の解決with省エネ」を基本コンセプトとして
環境アクションプランを策定したのは？

a 環境省 b 日本商工会議所
c 経済同友会 d 日本経済団体連合会

Question
1

1975年7月に発効した「絶滅のおそれのある野生
動植物の種の国際取引に関する条約」の通称は？

a 京都条約 b ウィーン条約
c パリ条約 d ワシントン条約

Question
4

明るすぎる看板照明などの人工光が、周囲の環境
や景観、周辺住民の生活などに及ぼす悪影響のこ
とを何という？

a 照度汚染 b ビームストライク
c 光害（ひかりがい） d バードストライク

Question
3

環境問題のバイブルとも呼ばれる『沈黙の春』や
『センス・オブ・ワンダー』の著者。海洋生物学者で
もあったアメリカの作家は？

a カズオ・イシグロ b レイチェル・カーソン
c アル・ゴア d アーネスト・ヘミングウェイ

Question
2

A little nice story about …

限りある日々ちょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

ち
ょ
っ
と
い
い

い
っ
さ
ん
の

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

「
扇
風
機
×
氷
」
で

　
　

冷
気
づ
く
り
。

＠
サ
ユ
リ
さ
ん

話話話話話話話話話話話話

※ 日本テクノ特製の「ペーパーウエイトルーペ」。
文鎮として使える拡大鏡です。

「ペーパーウエイトルーペ」プレゼント

国内外へ、後世へ──震災の教訓を発信

　

東
日
本
大
震
災
。
宮
城

県
仙
台
市
は
約
14
万
戸
の

家
屋
が
半
壊
以
上
の
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
、
市
人
口
の

10
％
に
当
た
る
10
万
人
以

上
が
避
難
を
強
い
ら
れ
る

な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
そ
れ
か
ら
丸
７
年
が

過
ぎ
、
迅
速
な
復
興
事
業

で
街
は
に
ぎ
や
か
さ
を
取

り
戻
し
、
次
の
災
害
に
備

え
る
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
も
着
実
に
進
む
。

　
「
道
路
や
津
波
防
護
施

設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備

や
生
活
再
建
の
支
援
と
い

っ
た
活
動
は
、
息
長
く
継

続
し
て
い
く
の
が
大
前
提

で
す
。
そ
の
う
え
で
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
こ

の
経
験
と
そ
こ
か
ら
得
た

教
訓
を
、
国
内
外
や
後
世

に
広
く
伝
え
て
い
く
こ

と
」
だ
と
市
の
震
災
復
興

担
当
者
は
話
す
。

　

伝
承
と
発
信
が
責
務
だ

と
考
え
る
仙
台
市
。
そ
こ

に
は
先
人
の
教
え
を
生
か

せ
な
か
っ
た
反
省
が
あ

る
。
仙
台
は
、
８
６
９
年

の
貞
観
津
波
、
１
６
１
１

年
の
慶
長
津
波
な
ど
歴
史

上
何
度
も
大
津
波
に
よ
る

災
害
を
経
験
し
て
い
る
。

海
岸
か
ら
約
５
㌔
㍍
離
れ

た
「
浪
分
神
社
」
は
過
去

に
発
生
し
た
津
波
の
到
達

点
を
示
し
て
い
た
の
だ
。

だ
が
先
人
が
残
し
た
そ
の

情
報
を
受
け
止
め
き
れ
て

と
し
て
整
備
し
一
般
公
開

し
た
。
他
に
も
防
災
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
、
出
張
講

演
会
、
小
中
学
校
で
の
防

災
教
育
推
進
な
ど
伝
承
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

さ
ら
に
発
災
か
ら
復
興

計
画
期
間
終
了
ま
で
５
年

間
の
活
動
を
約
８
０
０
ペ

ー
ジ
の
「
仙
台
市
復
興
五

年
記
録
誌
」
に
ま
と
め

た
。
被
災
時
、
神
戸
市
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
記
録
誌

が
復
興
活
動
に
大
変
役
立

っ
た
。
次
は
自
分
た
ち
の

番
。
同
様
の
媒
体
を
作
成

し
、
日
本
全
国
の
自
治
体

に
送
付
し
た
。
も
ち
ろ
ん

熊
本
に
も
。

　

人
知
の
及
ば
な
い
自
然

か
ら
の
脅
威
。
だ
が
経
験

や
教
訓
の
伝
承
は
、
そ
こ

か
ら
の
被
害
を
大
き
く
抑

え
て
く
れ
る
。

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

着
実
な
復
興
事
業
と
と
も
に
い
な
か
っ
た
。

　

過
ち
は
繰
り
返

さ
な
い
。
だ
か
ら

震
災
の
記
録
と
記

憶
を
し
っ
か
り
伝

え
続
け
る
事
業
に

力
を
注
ぐ
。
伝
承

の
拠
点
施
設
で
あ

る「
せ
ん
だ
い
３
・

11
メ
モ
リ
ア
ル
交

流
館
」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
津
波
被

害
の
脅
威
を
あ
り

の
ま
ま
に
残
す
市

立
荒
浜
小
学
校
の

校
舎
を
震
災
遺
構

津波の脅威をそのまま
の形で将来に伝えるた
め荒浜小学校は震災遺
構として整備され一般公
開されている（写真上３
点）。津波を防ぐための
かさ上げ道路の整備も
着実に進んでいる（下）。

被災地自治体

復興への歩み

36Scene

10名様

抽選で

　

日
本
テ
ク
ノ
決
起
大
会
の

講
演
で
は
、
相
手
を
主
役
に

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

営
業
活
動
に
役
立
つ
「
ク
ラ

ウ
ン
流
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
教
示
さ
れ
た
。
日
本

で
は
「
ピ
エ
ロ
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
「
ク
ラ
ウ

ン
」。
サ
ー
カ
ス
の
演
目
ご

と
に
道
具
出
し
の
時
間
を
埋

め
る
余
興
と
し
て
18
〜
19
世

紀
に
登
場
し
た
。
空
中
ブ
ラ

ン
コ
な
ど
の
演
技
で
緊
張
し

た
観
客
を
、
笑
い
で
ほ
ぐ
す

役
割
も
あ
っ
た
。

　

同
社
の
設
立
は
１
９
９
８

年
。
以
前
の
日
本
に
は
ク
ラ

ウ
ン
文
化
は
な
く
、
自
ら
ニ

ー
ズ
を
創
出
し
て
い
っ
た
。

結
婚
式
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
企
業
パ
ー
テ
ィ
な
ど
幅

広
く
進
出
。
と
き
に
は
交
通

教
育
や
科
学
実
験
シ
ョ
ー
と

い
っ
た
場
で
も
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ク
ラ
ウ
ン
の
育
成
か
ら
派

遣
ま
で
一
貫
し
て
行
う
企

業
。
そ
れ
は
世
界
で
も
ま
れ

な
存
在
で
、
今
や
海
外
で
も

そ
の
活
動
は
認
知
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ウ
ン
の
世
界
大
会

が
あ
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
の
誰
か
が
必
ず
メ
ダ
ル
を

持
ち
帰
る
そ
う
だ
。

　

ク
ラ
ウ
ン
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
は
、
相
手
を
注
意
深

く
観
察
し
て
、
そ
の
場
の
空

気
と
温
度
を
読
み
つ
つ
、
臨

機
応
変
な
対
応
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
す
る
こ
と
だ
と
い

う
。
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
は
高
度
な
訓
練
の
積
み

重
ね
が
必
要
で
、
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
企
画
の
活
動

が
拡
が
っ
て
い
く
中
で
、
大

棟
さ
ん
は
入
院
患
者
な
ど
を

勇
気
づ
け
る
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

ク
ラ
ウ
ン
の
活
動
も
始
め

る
。
長
期
療
養

が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
向
け
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
特
化
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

日
本
ホ
ス
ピ
タ

ル
・
ク
ラ
ウ
ン

協
会
も
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
の
技
術
は
、
災
害
の
被

災
地
で
も
生
か
さ
れ
、
多
く

の
沈
ん
だ
表
情
を
笑
顔
に
変

え
、
元
気
づ
け
た
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
は
５
０

０
回
以
上
、
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
熊
本
も

訪
問
し
た
。

　

式
典
会
場
は
各
所
か
ら
贈

ら
れ
た
祝
い
の
花
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ん
ば
か
り
に
な
っ
て

い
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
企
画
、
日

本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン

協
会
、
そ
し
て
大
棟
さ
ん
の

活
動
を
応
援
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
５
月
、
名
古
屋
市
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
ク
ラ
ウ
ン
（
道
化
師
）
の
派
遣
や
育
成
を
手
が
け
る
有

限
会
社 

プ
レ
ジ
ャ
ー
企
画
の
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
テ
ク
ノ
は
、
過
去
の
社
内
決
起
大
会

で
、
創
業
者
の
大
棟
耕
介
さ
ん
が
講
演
を
行
っ
て
以
来
、
そ

の
活
動
に
共
鳴
し
、
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
る
。

特別企画

応援しています
この企業

ク
ラ
ウ
ン
文
化
を
創
出

有限会社   プレジャー企画20周年記念式典・祝賀会

有限会社 プレジャー企画
［住所］ 愛知県名古屋市中村区

黄金通3-27-1
［電話］ 052-483-7779
［FAX］ 052-483-7774
［Mail］ kouenkai@pleasure-p.co.jp
［HP］ http://www.pleasure-p.co.jp/

以
前
の
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
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